
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
十
二
号

(昭
和
五
十
九
年
三
月
)

『佐
橋
甚
五
郎
』
攷

山

崎

一

穎

鴎
外
は
歴
史
小
説

『
佐
橋
甚

五
郎

』
(「中
央
公
論
」
第
廿
八
年
第
五
号

〈
春
期
大

附
録
号
〉
、
通
巻
第
弐
百
九
拾
号
、
大
正
二
年
四
月

一
日
発
行
)

の

〈
あ
と
が

き
〉

に

於

て
、
自
ら
依
拠

し
た
史
料
を
次

の
如
く
明
記
し

て
い
る
。

「
此
話

は

『
続
武
家
閑
話
恥

に
拠
た
も

の
で
あ
る
。
佐
橋
家

の
家
譜
等

で
は
、
甚

五
郎

は
夙
く
永
禄

六
年

一
向
宗
徒

に
与

し
て
討
死
し
て
ゐ
る
。

『
甲
子
夜
話
』

に
ぼ
、
慶
長
十

二
年

の
朝
鮮

の
使

に
交

つ
て
ゐ
た
徳
川
家

の
旧
臣

を
、
筧

又
蔵
だ
と

し
て
あ

る
。
林
春
斎

の

『
韓
使
来
聘
記
』
等

に

は
、
、.家
康

に
謁
し
た
上

々
官

を
金
、
朴

の
二
人
だ
け

に
し

て
あ
る
。
若
し

佐
橋
甚

五
郎
が
事

に
就

い
て
異
説

を
知

つ
て
ゐ
る
人
が
あ
る
な
ら
、
そ

の

出
典
ど
事
賢

の
大
要
と
を
書

い
て
著
者

の
許

に
投
寄

し
て
貰

ひ
た

い
。

大

正
二
年

三
月
記

。」

私

は
昭

和
三
十
六
年
卒
業
論
文
作
成

の
た
め
、

こ
の

〈
あ
と
が
き
〉
を
手
掛

り
に
、
東
京

大
学
所
蔵

の
鴎
外
文
庫
、
天

理
図
書
館
、
国
会
図
書
館
等

で

『
続

武
家
閑
話
』
を
捜
し
求
め
た
。

し
か
し
、
捜

し
あ
ぐ

ね
て
遂

に
放
棄

し
て
し
ま

っ
た
。
と

こ
ろ
が

、
三
十
七
年

四
月
、
筑
摩
書
房
刊
行

の

『
森

鴎

外

全

集
』

(
第
三
巻
)

の
尾
形
仂
氏

の

「
語
注
」

に
衝
撃

を
受
け

た
。
尾
形
仂
氏

は
そ

の

「
語
注
」
で
、

「
典
拠
と
し
て
は
鴎
外
自
身

『
続
武
家
閑
話
』
に
拠

っ
た
こ
と
を
述

べ

て
い
る
が
、
同
書

の
存
否
は
未

詳
。

(
『
続
武
家
閑
談

』
と

は
別
書
)

た
だ

し
、
『
通
航

一
覧
』
に
朝
鮮
使
節
と
佐
橋

の
こ
と
を
叙

し
た

一
条

に

『
続

武
家
閑
話
』
か
ら

の
引
用
が
見
え
、

鴎
外
が

佐
橋

家

の
家
譜

等

に

つ
き

『
通
航

一
覧
』

の
記
事

に
そ

の
ま
ま
従

っ
て
い
る
態
度

な
ど

か
ら
判
ず
れ

ば
、
鴎
外
は
同
書
か
ら
孫
引
き
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
時
代
的
背
景

の

設
定

に
は
、
『
徳
川
実
紀
』
『
通
航

一
覧
』
『
韓
使

来
聘

記
』
等

を
使
用

。」

(
注

1
)

と
述
べ

て
い
る
。
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後

に
尾

形
仂
氏
は

『
佐
嬌
甚

五
郎
』

の
典
拠
と
方
法

に
つ
い
て
論
文
を
発
表

す
る
が
、

こ

の
論
文

の
中
で
、

『続

武
家

閑
話

』
の
存
否

は
不
明

で

あ

る
が
、

類
書
に
木
村

正
敦

編

の
正
統

『
武
家

閑
談
』

(全

二
十

七
巻
)

が
あ
り
、

そ

の

続
篇
巻
十

二

「
甲
府

・
薪
府
中
合
戦
之
事
」

に
佐
橋

に
関
す

る
記
事
を
見

い
出

し
た
経

緯
を
述

べ
る
。

し
か
し
、
.尾
形
仂
氏

は
こ
の
記
事
は

「
鴎
外
描
く
と

こ

「

ヘ

ヘ

へ

ろ
の
佐
橋
甚

五
郎

の
行
実
と

は
ほ
と

ん
ど
重
な

る
と

こ
ろ
が
な

い
。

『
続
武
家

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

閑
話
』

は
、

『続
武
家
閑
談
』

の
誤
植

で
は
な
か

っ
た
わ
け

で
あ
る
。
」
(
注

2
、

傍
点

.
山
崎
以
下

同
じ
。)
と
述

べ
、
平
岩
親
吉
編

の

『
三
河
後
風
土
記
』
(慶

長
十
五
年
)
並
び

に
成
島
司
直
編
…の

『
改
正

三
河
後
風
土
記
』

,(天
保
三
年
)
を

も
参
看

し
、
前
書

は
論
外

で
あ
る
が
、
後
書

の
記
事

に
や
や
鴎
外

の
作

と
重
な

る
所
が
あ

る
点
を
指
摘
す

る
。
そ

の
上

で
、

「
史
料

に
忠
実
な
鴎
外

の
態
度

を

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

考
慮
す
れ
ば
、
鴎
外

の
拠

っ
た
と

い
う

『
続
武
家
閑
話
』

の
記
事
は
、
も

う
少

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

し
違

っ
た
形

の
も

の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら

ぬ
は
ず
で
あ
る
。
」
(
注
3
)
と
述

べ
る
。

そ
し

て
結
論
と
し

て
鴎
外
が
典
拠
と
し
た
も

の
は

『
通
航

一
覧
』

の
中
に
引

用

さ
れ
た

『
続
武
家
閑
話
』
か
ら

の
孫
引
き

で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し

て

い

る
。

『
佐
橋
甚
五
郎
』

の
典
拠
に
関
す
る
限
り
、
尾
形
仂
氏
の
論
が

鴎
外
研
究
史
上

定
着

し
て
い
る
。

し
か
し
、
私
は
ま
だ
、

『
続
武
家
閑
話
』
と

『
続
武
家
閑
談
』

と

の

類

書

(?
じ
に
疑
問
を
抱

い
て

い
る
。

そ
こ
で
尾
形
仂
氏
の
方

法
を
追
尋
し
て
再
確
認

を
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た

い
。

尾
形
仂
氏

の
指
摘

し
た

『
通
行

一
覧
』

〈
巻
之

八
十
七
)

の
慶
長
十

二
年

の

項

の
全
文
を
次
に
抜
書
す
る
。

○
信

使
駿
城

井
江
戸

西
城

登
営

慶
長
十
二
丁
未
年
五
月
廿
日
、
宗
対
馬
守
義
智
賛
導
し
、
燦
砌
湖
獄
衵
脚
裾
枦

膕
畑
幌
捻
せ
朝
鮮
国
信
使
呂
祐
吉
、
慶
暹
、
丁
好
寛
等
駿
河
国
府
中
城
に
登

り
、
方
物
を
献
し
て
東
照
宮
に
拝
謁
す
、
時
に
鎧
刀
を
賜
は
り
、
か
つ
老

中
本
多
上
野
介
正
純
の
宅
に
て
三
使
等
を
饗
せ
し
め
ら
る
、
こ
れ
本
城
の

修
嘗

ま
だ
成
ら
ざ
る
に
よ
り
て
な
り
、
離

紡

曝

慶
長
十
二
丁
未

五
月
、
宗
対
馬
守
義
智
江
戸

に
て
暇
た
ま

は
り
、
朝
鮮

の
三
使

と
と
も
に
駿

府
に
至
め
、
大
権
現
を
拝

し
奉

り
、
事
畢
り

て
帰

国
す
、
.
寛
永
宗
義
智
譜
、

慶

長
十
二
年

五
月
、
朝
鮮

三
使
江
戸
を
発

し
駿
府

に
い
た
る
、

二
十

日

神
君
を
拝

し
奉

る
、
人
参

六
十
斤
、
白
苧
布

三
十
匹
、
蜜
百
斤
、
蝋
百

斤
を
献
す
、
神
君
鳥
帽
子
直
衣
を
鏃
盻
陥
献
讒

礪
糴
集
召
さ
せ
ら
れ
、
繧

繝

錦
茵
に
御
座
あ

り
三
使

再
拝
両

段
礼
畢

て
退
出
す
、
時

に
駿
府

の
誠

壁
未

た
な
ら
ず
、
故

に
享
礼
な

し
、

三
使
を

は
本
多
上
野
介
正
純
か
宅

に
て
酒
食

を
賜
ひ
鐙
刀
を
賜
り
、

宗
対
馬
守

三
使
を

召
連

対
馬

に
帰

る
、
武
徳
大
成
記
、

慶
長
十
二
年
、
朝
鮮
の
三
使
呂
祐
吉
、
慶
暹
、
丁
好
寛
と
い
へ
る
官
人

来
朝
す
、
閏
四
月
江
戸
江
来
り
、
御
礼
も
御
饗
応
も
畢
り
て
駿
府
江
つ

か
わ
さ
る
、
駿
府
に
て
は
御
目
見
は
か
り
に
て
、
本
多
上
野
介
宅
に
て

飲
食
を
給
り
て
直
に
帰
朝
す
、
右
通
故
権
現
様
へ
は
、
朝
鮮
王
よ
り
書

翰
指
上
不
申
候
、
勿
論
御
書
翰
も
無
之
候
、
翻
雌
黼
購
齣
轍
鮒
秘
讎
健
獺
囎
勒
畊

縫
群

慶
長
十
二
年
五
月
廿
日
、
朝
鮮
三
使
謁
公
而
献
之
、
以
人
参
六
十
斤
、

白
苧
布
三
十
疋
、
蜜
百
斤
、
蝋
百
斤
、
公
賜
鎧
三
領
太
刀
三
柄
於
三
使

【
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御
年
譜
、

家
忠
日
記
追
加
、

慶
長
十

二
年
五
月
廿
日
、
高
麗
人
自
江
戸
帰
上
、
今

日
於
駿
府
大
御
所

へ
出
仕
進
物
不
覚
悟
之
間
当
座
巻
物
な
と

の
体
也
、
城

中
家
屋
未
出
来

の
間
座
中
不
久
則
退
出
、
本
多
上
野
介
所
に

て
振

舞
有

之
、
其

日
に
藤

枝
ま
て
相
通
る
、
醐
蝶
貔
髴

、

一
説
此
時
朝
鮮
三
使
人
参

、
白
苧
布
、
蜜
、
蟻
等

を
公

へ
献

る
、
公
鎧

三
領
、
太
刀
三
柄

を
三
使
に
賜
る
、

創
業
記
考
異
、

慶
長
十
二
年
五
月
辛
亥
、
朝
鮮

三
使

入
本
多
正
純

宅
、
整

冠
帯
登
城
拝

神
君
、
献
人
参
六
十
斤
、
白
苧
布

三
十
疋
、
蜜

百
斤
、
蠣

百
斤
、
時
城

壁
工
役
未
畢
、

府
中

多

事
不
設
饗

礼
、

故

三
使

不
過

前
庭
之

.一
拝
而

退
、

賜
鎧
三
領
、

太
刀
三
柄

於
三
使
、

三
使

又
入
正

純
宅
賜
飲
食
而

去
、
伝

聞
神
君
欲
与

明
国
議
勘

合
、
故
此
行

回
章
欲
記
其
事
、
使
朝
鮮

之
欸
請
、
僧

承
瓮
告

日
、
往
歳

秀
吉
与
呪

国
絶
好
、
常

謂
有
事
於
明
国

以
朝
鮮
為
前
駆
、
其

言
未

遠
、
人
人

口
銘
聞
干
異
域
、
今
勘
合
事
成
可

遣
進
貢
船
于
明
国
、
然

則
秀
吉
没
後
我
威
漸
弛
、
似
服
従

于
彼
乎
、
願

待
焉
神
君
乃
止
、
続
本
朝
通
鑑
、

慶
長
十
二
年

五
月
十
四
日
、
朝
鮮

人
江
戸

を
立
、

廿
日
朝
鮮
人
江
戸
よ

り
帰
今

日
駿

府

へ
参
、
大
御
所

に
拝

謁
す
、
人
参

六
十
斤
、
白
苧
布
三

十
匹
、
蜜
百
斤
、

蝋
百
斤
献
す
、
大
御
所

よ
り
鎧

三
領
、
太
刀
三
柄
を

三
使
に
賜
ふ
、
城

中
普
請
未
出
来
、
座
中

不
久
退
出
す
、
本
多
上
野
介

所

に
で
振
舞
有
之

、
そ

の
日
藤
枝
迄

通
る
、
慶
長
日
記
、

慶
長
十
ご
年
、
三
使
呂
祐
吉
、
慶

暹
、
丁
好
寛
渡
海
、
依
御
指
図
先
江

戸
江
参
上
仕
、
台
徳
院
様
江
御

礼
申
上
、
帰

国
之
節
於
駿
府
権
現
様
江

拝
礼
仕
候
、
此
時
よ
り
無
事
之
儀

全
く
相
調
、
至
に
今
相
変
通

用
仕
来

候
、
朝
鮮
通
交
覚
書
、

慶

長
十
二
年
五
月
十
九
日
、
朝
鮮

の
三
使
駿
州
清
見
寺

に
お
い
て
大
御

所

に
拝

謁
し
奉

る
、
献

上
も

の
品

々
夥

し
、
大
御
所

よ
り
彼

三
使

に
鎧

珀
嘩

太

刀
詣
嘩

賜
之
、
駿
城
御
経
営

の
中
、

爰

に
暫
く
御
住
居
、

是

故
に
是
に
て
御
対
面
、
麌

鰓

艀

蠣

難

罐

蟆
な

始
太
閤
秀
吉

の
朝
鮮
を
う

た
れ

し
後
、
神
祖
世
を
知
し
召
れ
し
始

に
、

本
ノ
マ
＼

此
旦
尽
の
代

の
如
く
、
隣
国

の
好
を
修

め
ら
る

へ
き
よ
し
を
仰
ら
れ
し
事

有

し
か
と
、
彼
国

の
君
臣
と
も
、
我
国
を
深
く
う
ら
み
て
申
事
共
有
し

程

に
、

一
年
余
り
を
経

て
後
に
そ
始
め
で
使
を
は
参
ら
せ
た
り
け
る
、

こ
の
程

は
我
国
創
業

の
事
な
れ
は
、
聘
礼
を
講
せ
ら
る

玉
と
い
ふ
に
も

不
及
、
此
事
大
御
所
駿
河

の
国
府

に
御
座
を
う

つ
さ
れ
し
程
に
、
彼
使

来
れ
り
、
今
は
世

の
事
を
は
既

に
譲
れ
り
、
関
東
に
参

へ
き

と
仰

ら
れ

し

か
は
、
信
使
は
関
東
に
参
り
て
聘
を
望

、
其

帰
に
お
よ
ん
て
駿

河
の

国
府
を
過
る
時

に
、
大
御
所
よ
り
も
召
れ
し
に
、
奉

へ
髫
礼
幣

の
物
な

く
し
て
、
わ

つ
か
に
其
礼
を
備

へ
し
抔

い
ふ
程

の
事

な
れ
は
、
当
事

の

事

お
も

ひ
や
る

へ
し
、

此
等

の
事
創

業
記
等

の
物
に
見
え
し
な
り
、
白

石
私
記
、

,

信
使
拝
謁

の
後
、

上
上
官

の
う
ち
証
肚
館
囎
い
即
知

し
居
れ

し
も

の
あ

り
て
、

老
中

の
輩

に
仰

の
む
ね
あ
り
、
こ
は
往
年
御

気
色
を
蒙

ふ
り
し
麾

下
の
士

な
り
し
と
そ
、
批
講
霧
嬲
灘
黷
讙
梧
蠡
魴
鼻
↑
峩
霆
鸚
篝

向
専
修
の
徒
叛
き
し
時
、
父
と
同
し
く
敗
徒
に
加
は
り
岡
大
平
の
戦
ひ
に
討
死
す
と
記
し
、
ま
た

文
蔵
は
東
照
宮
に
仕
へ
奉
り
、
永
禄
三
年
尾
張
国
丸
根
城
に
供
奉
し
戦
死
す
と

注
ぜ

た
れ
は
、

姓
名
の
違
ひ
は
姑
く
舎
て
、

そ
の
人
と
も
に
あ
ら
さ
れ
は
事
実
齟
齬
せ
り
、
然
れ
は
引
用
書
と
も

に
姓
名
を
誤
り
し
も
の
か
、
姑
ら
く
存
し
て
後
勘
を
ま

つ
、
故
に
本
文
そ
の
名
を
掲
け
す
、

一鵬
、
{



佐
橋
氏

の
説

に
日
、
当
時
世
に
行

は
る

玉
処

の
三
州
後
風

土
記
類

の
偽

書

に
、
佐
橋
甚
五
郎
事
岡
崎
三
郎
様

の
御
小
姓
た
り
七
か
、
傍
輩

の
金

熨
斗
付

の
大
小
を
盗
取
、
甲
州

へ
行
て
勝
頼
に
仕
ふ
事

を
長

々
敷
書

の

せ
置
、
彼
佐
橋
甚
五
郎
と
申
は
大
番
頭
佐
橋

義
右
衛
門
義

賢
、

同
役
義

佐
橋
源
太
夫
か
従
弟
な
り
、
甚
五
郎
と
同
役

の
御
小
姓
を
故
有

て
殺
害

し
三
州

に
蟄
居
す
、
然
る
に
三
州
儼
謝
鵬
雛
犠
州
小
山

の
城
番

に
甲
州

よ

り
籠
置
甘
利
四
郎
三
郎
を
殺
し
□
□
成
ら
は
御
勘
気
御
免

あ
ら
ん
と

の

権
現
様
仰

に
依
て
、
甚
五
郎
よ
く
笛
を
吹
し
か
は
、
こ
れ

を
申
立
甘
利

に
仕
ふ
、
或
夜
甚
五
郎
か
膝
を
枕

に
し
て
四
郎
三
郎
笛
を
聞
け

る
を
、

甚
五
郎
殺
害

し
て
帰
参
仕
、
甲
州
若
御
子
合

戦

の
時

も
、

水
野
勝
成
と

同

し
く
進

ん
て
手
負

ぬ
、
或
時
甚
五
郎
御
次

の
間
に
罷
在
候
得

者
、
権

現
様
、
甘
利
は
甚
五
郎
を

一
子

の
こ
と
く
哀

憐
を
加

へ
召

仕

ふ

る

処

を
、
佐
橋

め
は
む
ご
ひ
奴
、
四
郎
三
郎
か
寝
首

を
切
来
、
余

り
情

な
し

と
上
意
あ
り
し
を
聞

て
、
御
下
げ
す
み
を
う
け
て
は
不
勤

と
御

家
を
立

退
き
、
商
買
舟

に
乗

て
朝
鮮
国

に
渡
る
、
慶
長

の
末
に
至
て
朝

鮮
国
の

三
使
来
朝
す
、
御
目
見

の
後
上
官

の
中

の

一
人
は
見
知
た
る
や
と
、

老

中

へ
御
尋
あ
り
し

に
不
見
知
候
よ
し
各
言
上
あ
り
、
其
時
あ
れ
は
佐
橋

甚

五
郎
な
り
、

ふ
と
き
奴

め
か
な
と
御
意
あ
り
、

一
類
と
も

へ
御
尋
被

成
候
処
、
決

て
不
存
と
申
上

る
、
然
ら
は
文
通
堅
く
無
用
と
上
意

に
て

其
儘
朝
鮮
国

へ
御
返

し
被
成
、
彼
信
使
も
我
従
弟
と
も

日
本

に
あ
れ
と

も
対
面

せ
は
殊
之
外
名
残

お
し
か
る

へ
き
と
存
無
其
儀

よ
し
申
遣

る
と

云

々
、
依
之

其
時

の
沙

汰
に
、
佐
橋

一
家

は
朝
鮮

の
使

よ
り
人
参
多
く

貰

け
る
と
云

々
、
彼

刀
を
盗
或

は
被
斬
罪
説

は

甚

非

な

り
、
続
武
家
閑

話
4

」
白
石
先
生
紳
書

に
、
朝
鮮

の
信
使
東
武
よ
り
帰
る
と
き
駿
府
に
至
る
、

神
祖
信
使
を
御
覧
有

て
、
上
上
官

の
内
、
何
人
目
に
居
し
も

の
を
見
知

や
と
御
尋
あ

り
、
誰
も

不
知
と
御
請
申
上

し
時
、

こ
れ
筧
又
蔵
な
ら
ん

と
仰
有

し
と

そ
、
甲
子
夜
話
、
(注

4
)

鴎
外

〈
あ

と
が
き
〉

の
佐
橋
家

の
家
譜
、
『
続
武
家
閑
話
』
『
甲
子
夜
話
』
等

の
記
事

は
、

こ
の

『
通
航

一
覧
』
所
収

の
孫
引
き

で
あ

る
こ
と

は
断
定
し

て
よ

い
。

そ
の
査
証

と
し
て
、

『通
航

一
覧
』
は
佐
橋
家

の
家

譜

に
触
れ

て
、
「
甚
五

郎

は
、
甚
兵
衛

の
男

に
し
て
、
永
禄

六
年

一
向
専
修

の
徒
叛
き
し
時
、
父
と
同

し
く
敗
徒

に
加

は
り
岡
大
平

の
戦

ひ
に
討
死
す
」
と
あ
る
。
鴎
外
は

〈
あ
と
が

き
〉

で
、

こ
の

『
通
航

一
覧
』

の
記
述
を
そ

の
ま
ま
襲

っ
て
い
る
。
も
し
、
鴎

外
が
佐
橋
家

の
家
譜

を
自
ら
閲

し
た
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
誤
り
を
冒
さ
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
。
ま

た
、
何
故

に
佐
橋
甚

五
郎
と
筧
又
蔵
と
が
混
同
さ
れ

て
来

た
か
、

一
言
あ

っ
て
然

る
べ
き

で
あ

る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
を
見
る
と
、

永

禄
六
年

父

(佐
橋
家
初
代
、
甚
兵
衛
、
吉
忠
)
と
共

に

一
向
宗

の
門
徒

に
与

し
討
死
し
た
の
は
、

二
男
甚

五
郎
、
吉
実

で
あ

る
。
そ

の
吉
実

の
子
が
甚
五
郎

と
名
告

っ
て
、

岡
崎

三
郎
信
康

に
仕

え
た
某

で
あ

る
。
吉
実
も
そ

の
子
も
甚
五

郎
と
名

告

っ
て
い
る

の
で
誤
認
し
た
の
で
あ

る
。
初
代
吉
忠

の
末
弟

で
甚
兵
衛

を
名
告

っ
た
二
代
吉

久

の
妻
は
、

水
戸

家

の
臣
で
水
戸
中
納

言
頼
房
卿

に
仕
え

た
筧
善
兵
衛
正
康

(
又
蔵
)

の
娘

で
あ

る
。

こ
こ
に
佐
橋
家

筧
家

の
姻
戚
関
係

が
生
れ
る
。
・(
注

5
)
そ
れ
故
に
、
鴎
外
は

『
通
航

一
覧

』

の

記
事

を
鵜
呑

み

に
し

て
、
孫
引
き

で
す
ま
せ
た

の
で
あ
る
。

次

に

『
続
武
家
閑
話
』

の
記
事

の
冒
頭

に
、

「
当
時
世
に
行

は

る

玉
処

の
三

一2
6ユ一



州
後
風
土
記
類

の
偽
書

に
」

と

あ

る

の
で
、

『参

河
後
風

土
記
』

の
巻
第
拾

六

の

「
佐
橋
甚
五
郎
無
道
之
事
」
を
抜
書
す
る
。

佐
橋
甚
五
郎
無
道
之
事

其
頃
信
康
卿

ノ
御
小
性

二
佐
橋

甚
五
郎
ト
云
者
ア
リ
永

井
伝

八

二
劣

ラ

ヌ

程

ノ
美
童

ニ
テ
信
康
卿
寵
愛

シ
玉

ヒ
伝

八
ト
勝
劣

ナ
シ
然

レ
ト

モ
佐
橋

ハ

天
性
不
直

ニ
テ
傍
輩

ノ
所
持

セ
シ
金
静
付

ノ
大
小
ヲ
盗
ミ
岡
崎

ヨ
サ
出
奔

シ
テ
甲
州

二
赴

キ
武
田
勝
頼

二
奉
公

ス
佐
橋

元
来

美
童

ナ

レ

ハ
勝
頼
寵
愛

シ
テ
近
習

シ
元
服

シ
テ
猶
奉
仕

ス
其

頃
勝
頼

ノ
小

性

二
甘
利

二
郎

三
郎

ト

テ
無
双

ノ
美
童

ア
リ

シ

ニ
佐
橋

恋
慕

シ

テ
様

々
語

ラ

へ
共
甘
利

モ
人
不

レ

知
因

ム
者
有

ケ

レ

ハ
佐
橋

力
心

二
不
レ随
空

ク
月

日
ヲ
経

ル
処

二
小
山

ノ

城
加
勢
ト

シ
テ
軍
士
向

フ
時
件

の
甘
利

モ
佐
橋

ト
共

二
赴

ク
或
夜
甚

五
郎

ハ
甘
利

力
陣
屋

へ
忍

ヒ
入
二
郎
三
郎

力
寝

首
ヲ
掻
ク
是

サ

へ
勇
士

ノ
法

ナ

ラ
ヌ

ニ
剰

へ
甘
利
上
作

ノ
刀

ヲ
差

タ
ル
ヲ
兼

テ
知

タ
レ

ハ
己
力
刀

二
差
替

テ
浜
松

へ
来

リ
彼
首

ヲ
家
康
公

へ
献

シ
某
以
前
岡
崎

ヲ
立
除
ク

「

ハ
新
参

ノ
御
小
性
永
井
伝

八

二
続

テ
勤

ル
「
口
惜
ク
存

ス
ル
故

也
何

ト

ソ
シ
テ
武

田
ヲ
殺
害

シ
忠
節

ニ
セ
シ
ト
多
年
心
を
尽

セ
}
モ
運
強
ク

シ
テ
暇

ナ
ク
責

テ

ノ
「

二
今
度
小
山

ノ
加
勢

ノ
大
将
甘
利

二
郎
三
郎

力
首
取
テ
参

ル
由
申

上

ル
家
康
公

ハ
加
様

ノ
義
御
存
知

ナ
ク
ニ
郎
三
郎

ハ
備
前
守

力
二
男

ニ
テ

一
方

ノ
大
将

ヲ
勤

ル
程

ノ
者

ヲ
討
来

ル

ハ
神
妙
也
御
褒
美

二
召
仕

ハ
レ
ン

ト
宣

ヒ
御
家
人

ト
ナ
ル
信
康
卿

ハ
是

ヲ
憤
玉

ヒ
佐
橋

力
岡
崎
逐
電

ハ
金
舒

付

ノ
刀
故
也
永
井

二
越

ラ

ン
シ
故
立
退

ト
云

ハ
以

ノ
外

ノ
虚
言
也
甘
利

力

首

ヲ
取

シ
モ
右

ノ
刀
ノ
類

ナ
ラ

ン
斯

ル
比
興

ノ
奴
武

田
ヲ
討

タ
リ
ト
モ
賞

翫

ス

ヘ
キ
者

二
非

ス
况
ヤ
甘
利

ハ
小
冠
者
也
折

ヲ
窺

ヒ
誅

セ
ン
ト
怒
玉

フ

ヲ
聞
出

シ
テ
三
郎
殿
御
悪

ミ
ヲ
蒙

ル
由

ナ
レ

ハ
御
奉
公
難
ン
成

ト
書
置

シ

テ
甚
五
郎

ハ
再

ヒ
闕
落

ス
信
康

卿
御

生
害

ノ
後

再

ヒ
皈
参

ヲ
願

ヒ
甲
州
若

神
子
軍

ノ
時
水
野
藤
十
郎
忠
種
力
手

二
属

シ
里
駒

ノ
戦

ヒ

ニ
佐
橋
強
弓

ノ

精
兵

ニ
テ
敵

ヲ
射
立
手
負
死
人
若
干

ニ
テ
無
二
比
類

二
咼
名

シ
軍
散

シ
テ
再

三
皈
参

ヲ
願

シ

ニ
岡
崎

出
走

ハ
盗

セ
シ
故

ト
上

聞

二
達

シ
ケ
ル
故
甘
利

ヲ

討

シ
モ
覚
束

ナ
シ
ト
宣

ヒ
甲
州

ノ
新
参

衆

二
尋

玉

ヘ
ハ
旧
悪
則
露
顕

ス
家

康
公
仰

二
甚
五
郎
力
高
名

ハ
猪
喰

シ
犬

二
同

シ
里
駒

ノ
働
尤
高
名

ナ
レ
ト

モ
勇
士

ノ
数

二
入
難

シ
斯

ル
無
道
者

ハ
賄

賂
ヲ
以

テ
約

セ
ハ
主

ヲ
モ
親

ヲ

モ
害

サ
ソ
懇

二
勇

ナ

ル

ハ
却

テ
害

ヲ
成

ス
者
也
後
人

ノ
懲

二
誅

セ

ヨ
ト
宣

ヒ
阿
部
善
九
郎
正
勝
承
テ
馳
向

ヒ
詞
ヲ
掛

テ
放

シ
打

ニ
ス
甚

五
郎

モ
抜
合

セ
打
合

シ
カ
佐
橋

両
腕
落
サ

レ
ニ

ノ
太

刀

二
首

ヲ
落

サ
ル
渠

ハ
勇
有

テ
義

ナ
ケ
レ

ハ
犬

ノ
勇
健

二
同

シ

ト

テ
不
便

ト

ハ
不
レ
云

シ
テ
皆
人
爪
弾

シ
テ

誹

リ
ケ
リ

(
注

6
)

次

に
天
保
三
年
壬
辰
十

二
月
、
成
島
司
直
改

撰
の

『
改

正
三
河
後
風
土
記
』

巻
第
十

六
の

「
佐
橋
甚
五
郎

の
事
」
を
抜
書

す
る
。

サ

ハ
シ

佐
橋
甚
五
郎
の
事

メ
シ
ツ
カ

其
頃
信
康
君
近
く
召
使
は
れ
し
者
に
佐
橋
甚
五
郎
と
い
ふ
者
あ
り
、
義
左

ヨ
シ
カ
タ

イ

ト

コ

メ
シ
イ
ダ

衛
門
義
賢
と

い
ふ
も

の
x
従
弟

に
て
召
出
さ
れ
し
と
そ
、
此
者

い
か
な
る

ウ
ラ

ド
ウ
ヤ
ク

ウ
チ
ハ
タ

チ
ク
デ
ン

怨

み
あ

り
し
に
や
、
同
役

の
近
臣
を
討
果
し

て
岡
崎
を
逐
電
し
、
三
州

の

ヤ
マ
ザ
}
、

チ
ツ
キ
ヨ

ヱ
ソ
シ
ウ

ユ
ン
ペ
イ

山

里

へ
逃
げ

て
蟄
居

せ
し
が
、
今
度
武

田
勝
頼
よ
り
遠
州
小
山

の
援
兵
と

コ

キ

ア
ぜ
り

し
て
三
百
余
騎
、
其
大
将

に
は
甘
利

二
郎
三
郎
と

い

へ
る
当
年
十
七
歳
な

サ

シ

ソ

ツ
カ

コ
ノ

コ
ト

　

キ

る
を
差
添

へ
て
遣

は
し
た
り
、
甚

五
郎
此
事
を
聞

い
て
ひ
そ
か

に
浜
松

ヘ

マ
ヰ

カ

セ
イ

ウ

コ
ウ
ト

参

り
、
此
度
小

山
の
加
勢
大
将
甘
利
を
討

つ
て
参

る
べ
し
、
其
功
遂
げ
ぽ

【拗一



キ

サ
ソ

ユ
ル

タ
ノ
ミ
オ

ヱ
ソ
　

モ
ト

ホ
ウ
コ
ウ

帰
参
を
許
さ
る
べ
し
と
頼
置
き

て
、
縁
を
求
め
甘
利
が
方

へ
奉

公
に
出

で

モ

ト

ヨ

リ

レ
イ

リ

フ

エ

フ

た
り
、
甚
五
郎
元
来
怜
悧

に
て
其
上
笛
を
よ
く
吹
き

け
れ
ば
、

甘
利
大

に

チ
ヨ
ウ
ア
イ

ビ
ザ

マ
ク
ラ

キ

ネ
ム

寵
愛
し
、
あ
る
時
甚
五
郎

の
膝
を
枕
と
し
笛
を
吹
く

を
聞
き
な
が
ら
眠

り

ヲ
リ

ク
ビ
ウ
チ
ト

キ

サ
ソ

し
を
、
甚
五
郎

折
こ
そ
よ
け
れ
と
首
討
取

り
て
浜
松

へ
帰
参

せ
し
か
ば
、

.
シ

ヨ

リ

ヨ

ウ

ゴ

ケ

昌

ン

サ

キ

`

ド

ウ

ヤ

ク

所

領
賜
は
り
御
家
人

に
な

さ
れ

た
り
、
さ
れ
ど
も
岡
崎

に
て
先

に
同
役
を

タ
チ
ノ

イ
カ
リ

チ
ヨ
ウ
ア
イ

討

つ
て
立
退
き

し
か
ば
、
信
康
君
御
怒
と
け
ず
、
神
君
も
又
甘
利
が
寵
愛

ネ
ム

ク
ビ

ウ

ニ
ン
ジ
ヤ
ウ

フ

ジ
ソ

を
う
け
な
が
ら
、
眠
り

し
首
を
討
ち
た
る
は
人
情
に
も
ど
り
不
仁
な
る
者

シ
ヨ
ウ
グ
ワ
ン

コ
ヤ
ロ
ヤ
ス

チ
ク
デ
ソ

ユ
ク
ヱ

と
て
御
賞
翫
も
な
け
れ
ば
、
甚
五
郎
心
安
か
ら
ず
又
浜
松
を
逐
電
し
行
衛

シ

ノ
チ

ワ
タ

ケ
イ
チ
ヤ
ウ

テ
ウ
セ
ン
ラ
イ
ヘ
イ

知
れ
ざ

り
し
が
、
後

に
は
朝
鮮

国

へ
渡

り
、
慶
長

の
末

に
朝
鮮
来
聘

の
時

ク
ハ

キ
タ

ゾ
ク

プ
ン
ツ
ウ

三
使

に
加
は
り
来

り
し
を
、
神

君
御
見
知
り
有

つ
て
、

一
族
と
も
文
通
せ

キ
ン

サ
ハ

キ

コ
ク

む
事

を
禁
ぜ
ら
れ
、
其
身

は
障

り
な
く
帰
国

せ
し
め
ら
れ
た
り
と
そ

(
編

年
続
閑
談

の
説

に
よ
る
一
原
書

に
は
甚
五
郎
此
後
甲
州
若
御
子
軍

の
蒔
帰

ハ
タ
ラ

カ
ソ
ジ
ャ

マ
サ
カ
ツ

オ
ホ

参

し
て
よ
く
働
き
た
り
、
さ
れ
ど
姦
邪
あ
ら
は
れ
阿
部
善

九
郎

正
勝
に
仰

チ
ウ

ゾ
ク
カ
ン
ダ
ン

せ
誅
せ
ら
れ
た
り
と
あ
り
、
是
と
殊
也

、
続
閑
談

の
説
よ
り
所
あ

る
に
似

た
り
、
仍
て
本
文
を
ぽ

改
め
注
文
に
附

し
ぬ
)
、

(注

7
)

こ
こ
で
次

の
問
題

と
な
る
の
は
、
成
島
司
直

の
注
記

で
あ

る
。

「
編
年
続
閑
談

の
説

に
よ
る
、
原
書

に
は
甚

五
郎
此
後
甲
州
若
御
子
軍

の
時
帰
参

し
て
よ
く
働
き

た
り
、

さ
れ
ど
姦
邪
あ
ら

は
れ
阿
部
善
九
郎
正

勝

に
仰

せ
誅

せ
ら
れ

た
り
と
あ
り
、
是
と
殊
也
、
続
閑
談

の
説
よ
り
所
あ

る
に
似

た
り
、
仍

て
本
文
を
ば
改

め
注
文

に
附
し

ぬ
し

「
原
書
」
と

は
言
う
ま

で
も
な
く
、
平
岩
新
吉
編
…の

『参

河
後
風

土
記

』
を

指
し

て
い
る
。
『
編
年
続
閑
談
』
と

『
続
閑

談
』
と

の
関
係
は
ど
う

な
る
の
か
。

ま
た

『
続
閑
談
』
と
は

『
続
武
家
閑
談
』
と

同

一
書

か
否
か
の
検
討

課
題

は
残

っ
て
い
る
。

『
改
正

三
河
後
風
土
記
』

に

「
引
用
書
目
」
と

し
て

一
三
五
冊
が
列
挙
し
て

あ

る
。
そ

の
中

に

「
武
家
閑
談

続
武
家
閑
談
」

の
名

が
見
え
る
。

恐
ら
く
注

記

の

『
続
閑
談
』
は
、
『
続
武
家
閑
談
』

の
略
記
で
は
な
か
ろ
う

か
。

た
だ

し
、

『
編
年
続
閑
談
』
が

『
続
武
家
閑
談
』
と
同

一
書

で
あ

る
と
は
断

定

で

き

な

"

い
。前

述

し
た
如
く
尾
形
仂
氏

は

『
続
武
家
閑
談
』

の
巻
十

二

「
甲
府

・
新
府
中

合
戦
之
事
」

の
条
を
引

い
た
上

で
、
鴎
外
描
く
所

の
佐
橋
甚
五
郎

の
行
実

と
ほ

と

ん
ど
重
な
ら
な

い
故

に

『
続
武
家
閑
談
』
と

『
続
武
家
閑
話
』
と
は
別
書

で

あ
る
と
結
論
を
出
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
木
村
高
敦
編
著

『
続
武
家
閑
談
』

の

巻
十
三

の
条
に
次
の
記
事
が

あ
る
。

一
佐
橋
氏

の
説

に
日
当
時
世

に
行

ハ
る
X
処

の
参
州
後
風
土
記
類
乃
偽
書

に

佐
橋
甚

五
郎
事
岡
畴
三
郎
様

の
御
小
性
た
り
し
か
傍
輩

の
金

の
熨
斗
付

の

大
小
を
盗
取
甲
州

へ
行

て
勝
頼

に
仕

ふ
を
事
長

ζ
敷
書

の
せ
置

惣
し
て
浪

人
共

の
集

め
し
書

に
は
事
を
長
く
紙
数
を
か
さ
ね
売

ζ
の
利
を
む
さ
ほ
る

浅
羽
成
儀
小
林
正
甫
か
類

ハ
虚
妄

の
説
を
改

め
其
事
実

な
ら

さ
れ

ハ
と
ら

す
彼
佐
橋
甚
五
郎
と
申

ハ
天
御
番
組

頭
佐
橋
義
左
衛
門
義
賢
同
役
儀
佐
橋

源
大
夫

の
従
弟

な
り
甚

五
郎

ハ
同
役

の
御
小
性

を
故
有

て
殺
害

し
参
州

に

蟄
居

す
然

る
に
参
州
小

山
の
城
番

に
甲
州
よ
り
籠
置
甘
利
次
郎
三
郎
を
殺

し
来
ら

ハ
御
勘
気

御
免
阿
ら
む
と

の

権
現
様
仰

に
依

て
甚
五
郎
能

笛

を
吹

し
か
は
是
を
申
立
甘
利

に
仕

ふ
或
夜
甚
五
郎
か
膝
を
枕
に
し
て
次
郎

三
郎
笛
を
吹
せ
聞
け
る
を
甚
五
郎
殺
害

し
て
帰
参

仕
甲
州
若
御

子
合
戦

の

時
も
水
野
勝
成
と
同
し
く
す

x
ん
て
手
負

ぬ
或
時
甚

五
郎
御
次

の
間

に
罷
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有
候
得

ハ
甘
利

は
甚
五
郎
を

一
子

の
こ
と
く
哀

憐
を
加

へ
召
仕

ふ
処

に
む

ご
き
殺
し
様
仕
候
由

上
意
有

し
を
聞
て
甚

五
郎

日
本

国
に
て
面
目
な

し

と
て

御

家
を
立
退
き
便
船

を
求

め
て
朝
鮮

国
に
渡

て
慶
長

の
末

に
至
り

て
朝
鮮

国
乃
使

来
朝

す

御
目
見
乃
後

上
意

に
中

の

一
人

ハ
見
知

リ
た

る
や
と

老
中

へ
御
尋
有

し
に
見
知
候
由
各
言
上
也
其
時
阿
れ

ハ
佐
橋
甚
五

郎
也

ふ
と
き
奴

め
か
な
と

御
意
阿
り
彼
信
使
も
我
従
弟
共
日
本

に
阿
れ

と
も
対
面

せ
は
殊
外
名
残
り

お
し
か
る

へ
き
と
存
無
其
儀

由
申
し
け
る
と

云

ζ
依
之
其
時

の
沙
汰

に
佐
橋

.一
家

ハ
朝
鮮

の
使

よ
り
人
参
多
貰
け
る
と

云

ζ
彼

刀
を
盗
取
被
二
斬
罪

一説

ハ
甚
非
也

(
注

8
)

こ
の
記
事
と

『
通
航

一
覧
』
所
載

の

『
続
武
家
閑
話
』

の
記
事
を
比
較
す
る

と
、
同

一
内
容

の
記
事
と
断
定

で
き

る
。

つ
ま
り
、

『
通
航

』
覧
』

所

載

の

『
続
武
家
閑
話
』

は

『
続
武
家
閑
談
』

の
誤
植
で
あ
る
ゆ
鴎
外
は
原
本
に
あ
た

ら
な

か

っ
た
が
故

に
、
誤
植

に
気
付

か
ず
、
そ

の
ま
ま
孫
引
き
し

た

の

で

あ

る
。

し
か
も
、
正
続

『
武
家
閑
談
』
は
編
年
体

に
よ
る
記
述

に
な

っ
て
お
り
、

先

に
保
留

し
て
お

い

た

『
編
年
続
閑
談
』
は
、
『
続
武
家
閑
談
』

の
別
称
と
考

え

て
よ
い
だ

ろ
う
。
勿
論
、
成
島
司
直
が
そ
う
称

し
た

の
で
あ
り
、

一
般
的
に

認

め
ら
れ

た
別
称

か
否

か
の
、
疑
問
は
残
る
が
、
同

一
書
と
断
定
し

て
よ

い
だ

ろ
う
。
鴎
外

の

〈
あ
と
が
き
〉
・
に
あ
る
林
春
斎

の

『
韓
使
来
聘
記

』
を
、
か

つ
て
、

私

は
こ
の
書
名

で
捜

し
求

め
て
見

つ
か
ら
ず
放
棄
し
た
苦

い
経
験
が
あ
る
。

尾

形
仂
琉

は

「
春
斎

の

『
韓
使
来
聘
記
』
は
、
天
和

・幽正
徳
年
度

の
記
録
と
違

っ

て
、
そ

の
流
布

は
汎
く
な

い
。
管
見

の
範
囲

で
は
、
内
閣
文
庫
蔵

の

『
朝
鮮
通

信
総
録

』
『歴
朝
来
聘
覚
』

の

中

に
収
録
さ
れ

て
い
る

の
み
。
そ

の
利
用
は
、

鴎
外

の
ひ
そ

か
に
得
憙
と

し
た
と

こ
ろ

で
あ

っ
た
ろ
う
。L

(
注
9
)
と
述

べ
て

い
る
。
尾
形
仂
氏

の
示
唆

に
従

っ
て
、
内
閣
文
庫
所
蔵

の

『
朝
鮮
通
信
総
録
』

(
全
十
冊
本
)
を
閲
覧
し
た
。
表
表
紙
に

『朝
鮮

通
信
総

録
』
と
題

簽
が
あ

り
、

目
次
代
り

に

「
歴
朝
来
聘
覚

薩
漲
π
酥
韓
使
京
着

記

寛
永

甲
子
来
貢
記

同

丙
子
来
聘
記

明
歴
乙
未
来
聘
記
」
と
記

さ
れ

て
い
る
。

し
か
も

「
歴
朝
来
聘

覚
」

の
内
題

は

「
○
御
代

々
朝
鮮
人
来
朝
之
覚
」
と
な

っ
て
い
る
。
そ

し
て
慶

長
十
二
年
、

元
和

三
年
、
寛
永

元
年
、
同
十

三
年
、
同

二
十
年
、
明
暦
元
年
、

天
和
二
年
、

正
徳

元
年
、

享
保

四
年
、
延
享

五
年
、
宝
暦
十

四
年

の
来
朝

の
記

事
が
略

記
し
て
あ

る
。
最
初
と
最
後

の
記
事

の
み
抜
書
す
る
。

○
御
代

々
朝
鮮
人
来
朝
之
覚

○
慶

長
十

二
年
大
相
国
家
康
公
秀
忠
公

二
日
本
天
下

ヲ
附
属
有

テ
朝
鮮

ヨ
リ

信
使

ヲ
渡

ス
往
歳
謝
悶使

ヲ
溝
晒サ
レ
日
本

ノ
信
義
馬
島

ノ
忠
功

ヲ
冖見
ル
貯故

二

又
其
謝

ヲ
致

シ
隣
交

万
年

ノ
為

ト
シ
テ
三
使

ヲ
渡

シ
駿
府
#
江
府
両
殿
下

二
粛
礼

ス
三
使
官
名
姓
氏
井
人
数
上
下
目
録
蘇
長
老
指
導
三
月
廿

一
日
発

対
府

至
壱
州

而
四
月
京
着
寓

于
大
悳
寺
同
閏

四
月
初

六
日
発
洛
陽
赴
東
武

六
月
帰

〇
二
月
宝
暦
十
四
年
甲
申
今
大
君
御
世
ヲ
続
タ
モ
フ
ヲ
賀
シ
三
使
来
ル
此
時

若
灣
様
へ
献
上
無
之
林
信
言
与
其
子
図
書
頭
信
愛
預
其
事

「○
御
代
々
朝
鮮
人
来
朝
之
覚
」
に
続
い
て
、
表
紙
に
記
せ
ら
れ

て
い
る

「濺
漲
π
酥
韓
使
京
着
記
」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
次
に
抜
書
す
る
。

朝
鮮
国
勅
使
慶
長
十
二
年
紅
四
月
十
三
日
二
京
着
任

先
例
紫
野
宿
被

仰
付
事

一
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一
勅
使
三
人
之
事

一
金
僉
知
朴
僉
知
両
人
者
添
官
人
之
事

一
上
官
人
卅
人
此
内
サ
イ
リ
ン
独
ハ
通
事
役
之
一
入
祐
筆
両
人
医
師
也

一
中
官
人
百
五
十
五
人
下
人
二
百
十
六
人

合
人
数
四
百
六
人

一
十
三
日
晩
振
舞
七
五
三
也
勅
使
者
三
方
也
金
僉
知
朴
僉
知
両
人
者
足
付
木

具
也

一
同
十
四
日
朝
ヨ
リ
板
伊
賀
守
為
賄
料
八
木
入
次
第
被
渡
也

一
勅
使
三
人
一
日
一二

人
分

一
石
宛
也

一
金
僉
知
朴
僉
知
両
人
者

一
日
一
人
分
五
斗
宛
也

一
上
官
三
十
人

一
日
一二

人
分
三
斗
宛
也

一
中
官
百
五
十
五
人

一
日
一
人
分

一
斗
五
升
也

此
外
薪
炭
再
茶
別
二
被
申

付
也

一
下
人
二
百
六
人

一
日
一二

人
分
五
升
宛
也

此
外
二
薪
斗
別
二
遣
ス
也

一
天
瑞
寺
二
勅
使
三
人
者
間
ヲ
隔
テ
同
座
次
ノ
問
二
上
官
中
官
衆
居
座
之
事

一
捻
見
院
二
金
僉
知
朴
僉
知
両
人
者
上
座
二
居
其
次
二
中
官
衆
居
也
下
ζ
賄

者
庫
裡
廊
下
居
申
事

一
右
ニ
ケ
寺
之
外
真
珠
庵
徳
善
寺
下
ζ
宿
申
付
也

一
興
臨
庵
対
馬
守
宿
也
聚
光
院
柳
川
豊
前
守
宿
也

一
大
仙
院
蘇
長
老
宿
也

一
如
意
庵
井
手
弥
六
左
衛
門
宿
也

一
門
前
町
屋
者
対
馬
守
馬
乗
衆
弓
鉄
炮
衆
宿
也

一
朝
鮮
勅
使
閏
四
月
六
日
都
ヲ
被
立
同
月
廿
四
日
江
戸
本
誓
寺
江
下
着
之
事

一
守
山

佐
和
山

大
垣

清
須

岡
崎

吉
田

浜
松

掛
川

藤
枝

清

見
寺

三
嶋

小

田
原

藤
沢

神
奈
川

右

路
次
泊
也
毎

日
於
半
途
昼
休
之
振
舞
者
前

日
泊

ヨ
リ
賄
被
申
候
定
之
事

一
廿

四
日
晩
勅
使

へ
御
振
舞
者
七
五
三
也

一
同

廿
五
日
任
都
賄
料

八
木

ニ
テ
渡
申
也

一
公
方
様
勅
使

御
対
面
者
五
月

六
日
午
刻
也

一
朝
鮮
国

王
御
音
信
之
物
勅
使
無
登

城
以
前

二
御

殿
広
縁
台

二
載

並
置
也

一
大
鷹
五
十
連

一
人
参

二
百
斤

一
帽
段
二
百
巻

一
虎
革
三
十
張

一
豹
革
二
十
張

一
青
皮

十
張

一
白
苧
布
三
十
疋

一
黒
麻
布
三
十
疋

一
紬
五
十
疋

一
花
席

二
十
枚

一
紙
五
十
帖

一
帖
廿
五
枚
宛

以
上
十

一
色
也
此
内
鷹

廿
七
連
遠
路
落

申
故
残
鷹

不
居
目
録

ニ
テ
披
露
也

一
勅
使

御

殿
広

縁

二
被

上
候
時
朝
鮮
国

王
書
箱
柳
川
豊
前
守
持

テ
広
縁

二

畏

ル
則
酒
井
雅
楽

頭
被
受
取

公
方
様
御
座
畳

ノ
キ

ハ
左

リ
脇
机
唐
織

ヲ

覆
其
上

二
右
書

箱
載
被
置
也

一
公
方

様
勅

使
無
御

対
面
以
前

者
遠
侍

二
座
敷

三
在
之
其
内
上
壇
間
勅
使
衆

移
居

座
無
程
御

対
面

御
使

ア
リ
勅
使
広
縁

ヲ
ト
ヲ
リ

ロ
ノ
広
間
中
壇

ノ

間

へ
上

ヲ
中
壇

ノ
座
半

二
一二
人
立
並

フ

一
番
目

ノ
勅
使
左
方
座
上

二
立

二

番
目
三
番

目

モ
同
立
並

ヒ
四
度
半

ノ
拝
畢

テ

一
番
勅
使
右
方

三
番
目

ノ
勅

使

ノ
キ

ワ
ヲ

匹
ク
リ

モ
ト

ノ
左
方

ヘ
モ
ト
リ
中
坦

ノ
上
座

二
居
座

二
番
目

モ
三
番
目

モ
拝

畢
テ
其

次
ζ
ζ

二
居
座
也

サ
テ
其
次

二
金
僉
知
朴
僉
知
両

人
下
坦

ヨ
リ
四
度
半
拝

而
退

御
前

二
見

ヘ
ス
広
縁

二
立
又
其
次

二
上
官

廿
六
人
広

縁

ヨ
リ
四
度
半
拝

シ
テ
モ
ト
ノ
車
寄

ノ
広
縁
這
退
也
中
官
衆
衣

裳

ノ
ヨ
キ
衆
斗

リ
三
十
人
庭

ノ
白
洲

二
三
段

二
立
並

ヒ
四
度
半
拝

シ
テ
中

一㎜一



門

ノ
外

二
出
也
此
中
官

衆

ニ
ハ
御
振
舞
御
無

用
之
由
柳
川
愚
按
申
理
也

一
上
壇

二
御
座
畳
六
帖

並
敷
其
上

ニ
シ
ト
子
被
為

飾

公
方
様
御
着
座

ナ
サ

レ
候
御

冠
御
装
束
黒
色
也
左
脇
方

机

二、朝
鮮

国
王
書
箱
載

テ
有
之

一
上
坦
横

四
間
立
三
間
半

中
坦

ノ
間

モ
同
下
坦

ハ
横

四
間
立

四
問
也
沓
形
之

.間
西
方

上
座
也

一
御
膳
出

ル
前

二
東
南
方
皆

御

簾
オ

ル

・
也

一
勅
使
上
座

ヨ
リ
左
方
中
坦

ノ
問

罰二
二
人
次
第

ζ
ζ

二
居
座

也
別

二
御
相
伴

誰

モ
無
御
座
事

一
御
膳
部

公
方
様
四
方
之
事
勅
使
膳
足
付
常

ヨ
リ

一
倍

モ
熊
足
高
製

也
木

具
何

モ
金
薄

ダ

ム
也

一
御
座
敷
奉
行
本
多
佐
州
大
久
保
相
州
酒
井
雅
楽
頭
三
人
也

一
御
前
給
仕

人
并
御

杪

モ
別
也

一
御

ト
ヲ
リ

ノ
御

酒
両
度
過

テ
三
度

目

二
結
構

ナ
ル
台
盃

ヲ
ス

ヘ
テ
杪

御

前

へ
向
也

公
方
様

盃
ヲ

御
取

ナ
サ
レ
候
時

一
番
目

ノ
正
使
居
座

ヲ
立

公
方
様

御
座

二
向

モ
畏

ッ
テ
居

ル
則
杪

御

盃
ヲ
持

テ
指

ス
勅
使

御

盃
戴

酒

ヲ
給
也
杪

ハ
不
加

シ
、テ
又
ツ
ク
期

酒
ヲ
請

テ
両
度

ノ
ミ
テ
本
座

ヘ

モ
ト

ル
扨
給
仕
衆
盃

ノ
台

ヲ
取
去

也
二
番

目
三
番

目
ノ
時

モ
如
前
盃
台

御
前

ヘ
ス

御
盃
戴
ク

レ
ツ
ケ
同
前

也

一
膳
部

サ
カ
リ
テ
引

ツ
ギ
菓
子
出
也

一
菓
子
出

テ
無
程
御
茶
出

ツ
也
茶

モ

一
ヘ
ン

ニ
テ
過

ル
宗
対
馬
守
座
敷

ヲ
見

ツ
ク

ロ
ヒ
彼
通
事

へ
勅
使
衆
立
時
分
サ

・
ヤ
キ
三
人

ノ
勅
使
身

ヲ
ツ
ク

F

ヒ
立

テ
暇
乞

ノ
拝

ヲ
又
加
レ
前
立
並

ヒ
四
度
半

拝

ヲ

シ
テ
広

縁

二
出

テ
初

ノ
遠
待

ノ
座
敷
上

坦
ノ
間

へ
移
座
官
人
衆
拝

ノ
間
勅

使
被
待

也
金

僉
知
朴

僉
知
両
人
上
官
中
官
加
右
次
第

ζ
ζ

二
拝

ヲ
シ
テ
退
也

一
諸
官

人
衆
拝
畢

テ
勅
使

退
出
也
本
佐
州
大
久
保
相
州
酒
雅
楽
頭
三
人
中
門

ノ
外
石

ヲ
敷

ク
所

マ
テ
出
向

ソ

レ
勅
使

ト
互

二
両
度

ノ
礼

ヲ
シ
テ
別

ル
也

一
勅
使

御

城

ヲ
出
ラ

レ
時
奥

ノ
御
門

ノ
ロ
ノ
冠
門

ヲ
出

テ
石
垣

ノ
角

ヨ
リ

輿

二
乗

レ
ル
也

一
金
僉
知
朴

僉
知
両
人
并
上
官

衆

ハ
初

ノ
鉄

門

ヨ
リ
馬

二
乗
也

一
金
僉
知
朴
僉
知

両
人
之
為
相
伴

覚
長
老
学
校
蘇

長
老
三
人
也
勅
使

ノ
座
敷

ヨ
リ
遙

二
間

ヲ
隔
御
振
舞
之
事

一
上
官
廿

六
人
之
衆
者
遠
侍
座
敷
也
柳
川
豊
前
守

元
豊
両
人
相
伴

可
仕
之
旨

仰
付

ラ
ル
也
膳
部
勅
使
同
前
也
五
三
也
足
付

ノ
外
螺
子
カ

ラ
造
金
薄

ニ

テ
タ
ム
也

一
宗
対
馬
守

ハ

上
意

ヨ
リ
勅
使

へ
御
詞
遊

サ
レ
候
伴
人

二

仰

付

ラ
レ
下

座

ノ
末

二
畏
居
座

シ
テ
右

三
人
御
奉
行
衆
同
前

二
御
座
敷

ヲ
見
繕
也

一
同
月
十

一
日
朝
鮮
国

王

へ

公
方
様
御
返
報
書
箱
本
多
佐
州
大
久
保
相
州

酒
井
雅
楽

頭
為

御
使
勅
使
宿
本
誓
寺

へ
来
駕
也
勅
使
広
縁

へ
出
向

ラ
レ

右

三
人

御
使

同
縁

へ
呼

上
ラ
ル
也
書
箱

ヲ
金
僉
知
請
取
上
座
机
挙
也
則

書

箱
向
テ
勅
使

四
度
半

ノ
拝

ヲ

シ
テ
扨

三
人

ノ
御
使

ヲ
座
敷

へ
呼
入

レ
両

度

ノ
礼

ヲ
互

ニ
セ
ラ

レ
六
人

ナ
カ
ラ
キ

ョ
ク

ロ
ク

ニ
腹

ヲ
懸

テ
向

ヒ
居

レ

ル
也

一
公
方
様

勅
使
御
引
物

之
事
長
太

刀
十

五
枝
并

白
銀

六
百
枚
台

三
ツ
付
紙

ニ

テ
並

へ
披
露

也

一
金
僉
知
朴

僉
知

銀
百
枚
也

一
上
官
卅
人
中
官

百
十
五
人
白
銀
四
百
枚
也
都
残

ル
官
人

ト

モ
加

テ

一3ーユ
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一
下
人
二
百
十
六
人
鳥
目
五
百
貫
右
都
大
坂
二
残
ル
者
共
同
前
之
事

一
御
引
物
渡
畢
テ
以
後
本
佐
州

上
意
ヨ
リ
ノ
ロ
状
ヲ
申
演
ラ
ル
也
勅
使
過

分
御
引
物
頂
戴
仕
并
賄
料
以
下
造
御
懇
情
仰
付
ラ
レ
忝
之
旨
御
返
事
被
申

上
互
之
時
宣
両
三
度
過
テ
則
為
御
祝
儀
湯
ヲ
両
度
出
サ
ル
也
湯
過
テ
モ
勅

使
重
ζ
忝
之
意
趣
三
人
御
使
二
奉
仰
之
由
申
理
ル
也

一
朝
鮮
勅
使
五
月
十
三
日
二
江
戸
ヲ
被
立
同
十
九
日
二
清
見
寺
被
着
候
則
翌

廿
日
午
刻
勅
使

大
御
所
様
被
成
対
面
之
言

一
勅
使
三
人
私
二
土
産
之
物
進
上
之
事

一
人
参
六
十
斤

一
白
苧
布
三
十
疋

一
蜜
百
斤

一
密
獵
百
斤

以
上
四
種

一
大
御
所
様
冠
御
装
束
翠
色
也
上
壇
二
御
座
畳
ヲ
ニ
帖
其
上
ニ
シ
ト
子
ヲ
被

為
敷
.ナ
リ
従
下
壇
勅
使
二
度
半
ノ
拝
ヲ
シ
テ
上
座
ヨ
リ
左
方
二
三
人
立
並

フ
其
次

二
金
僉
知
朴
僉
知
広
縁
ヨ
リ
拝
ヲ
シ
テ
縁
ノ
末
二
立
並
フ
酒
モ
茶

モ
不
出
頓
テ
暇
乞
ノ
拝
ヲ
勅
使
三
人
如
前
被
仕
候
又
金
朴
両
人
縁
ヨ
リ
拝

ヲ
シ
テ
退
也
両
人
拝
畢
間
ハ
本
座
二
立
並
テ
金
朴
退
時
勅
使
座
敷
被
出
申

也
一
駿
府
御
城
普
請
半
ニ
テ
カ
リ
ノ
御
殿
二
依
被
成
対
面
上
官
中
官
衆
之
御
礼

無
用
ト
被
仰
出
停
止
申
也

一
勅
使
駿
府

二
被
相
着
候
時
本
多
上
州
亭
へ
直
二
被
移
装
束
改
テ
御
城
へ
被

参
也

御
前
礼
畢
テ
又
於
本
上
州
亭
装
束
又
キ
カ
ヘ
テ
暫
休
息
ア
リ
無
程

振
舞
ノ
膳
部
出
相
伴

ハ
別
一二

人
モ
無
之
事

一
右
振
舞
過
時
分
御
引
物
給
為
御
使
大
沢
侍
従
永
井
右
近
進
城
織
部
三
人
也

一
勅
使
三
人
二
具
足
三
領
太
刀
三
振
白
銀
三
百
枚

一
金
僉
知
朴
僉
知
両

人
刀
二
腰
白
銀

百
枚

一
上
官
廿

六
人
江
戸

へ
下
ル
衆
斗
白
銀

二
百
枚

一
中
官

八
十

一
人
与
下
人
百

三
十
人
江
戸

二
下
衆
斗

二
鳥
目
五
百
貫
也

一
朝
鮮
国

ノ
奉
行

ヨ
リ
本
多
佐
州

へ
書
札
来

ル
其
書

中

二
先
年

虜
御
赦
免
之

懇
望
之
事

申
上

ル
右
之
状

上
様
被
成

御

一
覧
候

則
朝
鮮
国

ノ
虜
男
女

共

二
悉
被
国

へ
許

可
帰

之
旨
被

仰
出
也

日
本

国
中

不
可
有
違
乱
之
起
本

佐
州

被
相
触
申
候
也

一
朝
鮮
勅
使
諸
官
人
衆

五
月
廿
九

日

二
紫
野

二
至

リ
上
着
六
月

八
日

二
都

ヨ

リ
大
阪

へ
下
着
同
十

一
日

二
従
大
坂
出
船
也

右
以
布
施
元
豊

口
説
記
焉
者
也

林
春

斎

(
注

9
)

こ
の

『
朝
鮮
通
信
総
録
』
所
載

の

「
慶
長
丁
未

韓
使

京
着

記
」

こ
そ
、
鴎
外

の
言
う

「
韓
使
来
聘
記
」
(
注
10
)
で
あ
る
。

こ
の
事
実

を
踏

ま
え
る
な
ら
ぽ
、

前
述
し
た
尾
形
仂
氏

の
表
現
は
訂
正
を
要

す
る
だ
ろ
う
。

口

史
料

を
検
討

し
た
結
果
、
佐
橋
甚

五
郎
説
話

は

「
参
州
三
河
後
風
土
記
」

に

発

し
、

「
続
武
家
閑
談
」
を
経

て

「
改
正
参
州
三
河
後
風
土
記
」
に
定
着
を
見

た
の
で
あ
る
。
佐
橋
甚
五
郎

に
関
す
る
行
実
は
、

「
続
武
家
閑
談
」
が

「参

州

三
河
後
風
土
記
」

の
記
述
を
虚
偽
と
し
て

い
る
点
か
ら
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、

二
書

に
は
著
し

い
差
異
が

あ

る
。
「
改

正
参

州
三
河
後
風

土
記
」

は
、
前

二
書

を
勘
案
し
て
記
述
し
て

い
る

の
で
、

「
続
武
家
閑
談

」
と
重

な
る

部

分

が

多

い
。

一㎜【



し
か
し
な
が

ら
、

佐
橋
甚

五
郎
説
話

の
基
本

構

造

は
、
〈
強
欲
〉
〈
姦
悪
〉

〈
卑
劣
〉
〈
無
道
老
〉

の
甚

五
郎

に
対

し

て
、

家
康

の

〈
炯
眼
〉
と

〈
寛
容
〉

を
強
調

し
、
家
康

の
人
物

の
大
き
さ
を
賞
讃
す

る
点

に
あ
る
。
そ
れ

に
対
し

て

鴎
外

は

「
続
武
家
閑
談
」
を
ど
う
読

ん
だ

の
で
あ
ろ
う

か
。

最
初

に

「
続
武
家
閑
談
」

の
構
成

に

つ
い
て
検
討
す

る
。

e覊

嫌
糴
麟
欝
冖

以
上

「
三
州
後
風
土
記
」
等

の
偽
書
に
よ
る
。

じコ{　糠
総纖

籔
　撫

ハ

国靆

韃
難
穩
曽轢
薫

÷
　灘
謙

欝
勲
㌶

冖③
甚

五
郎

は
上
様

(
家
康
)
か
ら
軽
蔑

さ
れ

た
か
ら

に
は
面
目
な
く

て

仕
官

で
き

ぬ
と
退
去

し
、
朝
鮮

へ
逃
亡
す

る
。

纛
　　　鑼
難
　襟

驫
驪
講
蠣
　欝

コ七

①

刀
を
盗
取

し
、
斬
罪

に
処

せ
ら
れ

た
と

い
う
説
は
虚
偽

で
あ
る
。

　　

コ

コ

コ

七

は

一
と

の
照
応

で
結
び
と

し
た
記
述

で
あ
る
。
そ
れ
故

に
七
を

一
に
入
れ

〔

〔

〕
〕

〔

〔

て
考
え
れ
ば
、
全
六
段
か
ら
な
る
。
更

に
言
え
ば
、

一
七
は
佐
橋
甚

五
郎

の
行

　
　

実
を
記
し
た

「
三
州
後
風
土
記
」
等
が
虚
偽

の
記
述
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
事

を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
に

一
応
こ
れ

も
除
い
て
考

え
る
と
、
「
続
武
家
閑
談
」

コ
モ　ノ
コ
コ
コ

の
佐
橋
甚
五
郎
説
話

の
本
文
は
、

二
三
四
五
六

の
五
段
か
ち
成

立
し
て
い
る
。

　
　
　

　
　

家
康

に
疎
外
さ
れ
た
佐
橋

甚
五
郎
は
朝

鮮

へ
逃
亡
し
、

や
が

て
朝
鮮

人
に
な

り
す
ま
し
、
来

日

の
使
節

の
通
訳
と
し
て
家
康

に
謁

見
す

る
。
誰

一
人
そ
れ
が

佐
橋

甚
五
郎
と

気
付
く
者

は
い
な

い
。

た
だ
家
康

の
み
が
看
破
す

る
が
、
事
を

荒
立
て
ず
、

日
本
を
出
立
さ
せ
た
と

い
う

の
が
、

こ
の
説
話

の
眼
目

で
あ

る
。

一鵬【



当
然

の
こ
と
な
が

ら
、
家
康

の
鋭

い
眼
力
と
、
大
人

ぶ
り
が
強
調

さ

れ

て

い

る
。鴎

外
は

こ
の
説
話

の
核

心
に
注

目
し
、
家
康
と
対
等

の

大

き

さ

に
甚
五
郎

を
造
型
す
る
。
家
康
よ
り
小
さ
く
て
も
大

き
く
て
も

い

け

な

い
。
対
峙
さ

せ

コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ

る

こ
と
で
小
説
を
構
想

す
る
。
鴎
外

は
原
史
料

の
構
成
i

一
二
三
四
五

六
七
を

　
　
ダ
し
　
こ
　
　

組
み
替
え
る
。
細
部

の
検
討

は
後

回
し
に
し
て
概
括
的

に
捉

え
る
と
、
朝
鮮
使

コ

節

と
し
て
甚

五
郎
が
家
康
と
対
峙
す

る
五
を
冒
頭

に
捉

え
る
。
そ

し
て
、
後

は

〔

〕

〕

原
史
料

の
構

成
順
序

に
従

っ
て
記
述

し
て
行
く
。
七

を
捨
象

し
て
六
を
以

て
大

　

　

コ
　

尾
と
し
、
冒
頭
と
照
応
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
鴎
外

の
小
説

の
構
成

は
、
五

一
、
二

　
し

　
コ
コ

コ

三
四
六
と

い
う
順
序
か
ら
な
る
。

五
を
小
説

の
現
在
時

(慶
長
十
二
年
五
月
二
十

ドし
　
ビし

ドし

日
)
と

し
て
、
時
間

は
過
去

へ
遡
行

し
て
い
く
。

次
に
鴎
外
は
甚

五
郎

を
家
康

と
対
等

な
人
物

に
造
型
す

る
た
め
に
、
種

々
の

コ

装
置

を
施
し
て
い
る
。
鴎
外

は

一
の
①

(佐
橋
甚

五
郎

は
岡
崎

三
郎
信
康

の
小

〕

〔

姓

で
あ

る
)

を
前
提

に
、

一
の
②

(傍
輩

の
金
熨
斗
付
き

の
大
小

を

盗

掠

す

　

コ

る
)
と

二
の
②

(甚

五
郎
故
有

っ
て
同
役

の
小
姓
を
殺
害

し
、
遁
走

・
潜
伏
す

　

る
)

を
直
結
さ
せ
て
、
原
史
料

に
無

い

〈
鷺
撃

ち
事
件
〉

を
創
造
す

る
。
鴎
外

は
甚

五
郎

の
大
小
の
盗
掠

・
殺
害

を
単

に
自

己
の
欲
望

や
無
道
者

の
行
為
と

し

て
で
は
な
く
、
あ

る
必
然
的

な
理
由
が
あ

っ
て
、
結
果
と

し
て
同
役

の
小
姓
を

死
に
至
ら
し
め
た
と
考

え
る
。

そ
れ
故

に
、
家
康

の
嫡

子
信
康

の
小
姓

で
あ

っ

た
佐
橋

甚
五
郎

の
性
格

を
次

の
よ
う

に
規
定

す
る
。

「
口
に
出
し
て
言
ひ
附

け
ら
れ
ぬ
う

ち
に
、
何

の
用
事

で
も
果
す
や
う

な
、
敏

捷
な
若

者
で
、
武
芸

は
同
じ
年

頃
の
同
輩

に
、
傍

へ
寄
り
附
く
者

も
無

い
程
で
あ

つ
た
。

そ
れ
に
遊
芸
が

巧
者

で
、
殊

に
笛
を
上
手

に
吹

い

た
。」

更

に
、
「
平
生
何
事

か
言

ひ
出
す
と
跡

へ
引
か

ぬ
」
所
が
あ
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
鴎
外

は
甚
五
郎
と

い
う
人
物
を

よ
り
具
象
化
す
べ
く
、
小
説
中
に

〈
鷺
撃

ち
事
件
〉
を
布
置
す
る
。

こ
の
事
件

は
広

い
沼

の
遠
方

に
い
る
鷺
を
撃

て
る
か
、
否

か
と

い
う

一
人

の
小
姓

の
ふ
と
し
た
思

い
付
き

の

一
言
か
ら
発
生

す

る
。
衆
議
は
所
詮
撃

て
ぬ
と
極

っ
た
時
、
甚
五
郎
は

一
人

「
な
に
撃

て
ぬ
に

も
限
ら

ぬ
」
と
呟
く
。
そ
れ
を
聞
き
咎

め
た
蜂

谷
と

い
う
小
姓
が
、

「
お
ぬ
し

一
人
が

さ
う
思

ふ
な
ら
、
撃

つ
て
見
る
が
好

い
」
と
言

い
、
そ
れ
を
受

け
て
甚

五
郎
は

「
撃

つ
て
見

て
も
好

い
が
、
何
か
賭
け
る
か
」
と
問
う
。

す
る
と
蜂

谷

は
、

「
今

こ
こ
に
持

つ
て
ゐ
る
物
を
な
ん
で
も
賭
け
う
」
と
言
う
。
甚

五
郎

は

信
康

の
許

し
を
え

て
、

「
中
る
も
中
ら

ぬ
も
運
ぢ
や
。
は
ず

れ
た
ら
笑

ふ
ま
い

そ
」
と
言

っ
て
鉄
砲
を
発
射
し
、
見
事

に
鷺
を
撃
ち
止
め
る
。
そ
の
翌
朝
、
城

内

の
人

々
の
目

に
し
た
事
実
は
、
外
傷

の
な

い
蜂

谷

の
死
体
と
、

「
蜂
谷

の
金

熨
斗
附

の
大
小

の
代
り
に
、
甚
五
郎

の
物
ら
し
い
大
小
」
が
置

い
て
あ

っ
た
こ

と
、
更

に
、
甚
五
郎

の
出
奔

で
あ

っ
た
。
事

の
経
緯
は
伏

せ
ら
れ

て
、

ま
ず
事

実

の
み
が
読
者

に
知
ら
さ
れ
る
。
、謎
は
後

か
ら
判
明
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
従
兄
佐
橋
源
太
夫
に
よ
る
家
康

へ
の
助
命

嘆
願

の
中
で
語

ら
れ

る
。
甚
五
郎
は
賭

の
約
束
と
し

て
蜂
谷

の
大
小
を
要
求
す
る
。
蜂

谷
は

「命

な

ら

い
か
に
も
棄

て
う
。
家

の
重
宝
は
命

に
も
換

へ
ら
れ

ぬ
」
と
主
張
す

る
。
甚

五
郎

は

「
武
士

は
誓
言
を
し
た
か
ら
は
、

一
命

を
も
棄

て
る
」

の
が
当
然
で
あ

り
、

「
誓
言
を
反
古

に
す
る
犬
侍
奴
」
と
罵
倒
す
る
。
刀
を
抜

い
た
蜂

谷
に
当

身
を
食
わ

せ
る
と
、
・息
を
吹
き
返
さ
な
か

っ
た
と

の
事
で
あ
る
。
甚

五
郎
は
蜂

谷

の
大
小
を
当
然

の
事
と
し

て
受
領
し
、
盗
掠

し
た

の
で
は
な

い
と
い
う
証

に

一3
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自
分

の
大
小
を
置

い
て
逃
亡
し
た

の
で
あ

る
。

家

康
は
源
太
夫

の
語
る

一
部

始
終

を
聞
い
て
、
「
暫

く
考

へ
」

た
上
で
、
「
そ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ち
が
話
を
聞
け
ば
、
甚
五
郎

の
申
分
や
所
行

も

一
応
道

理
ら
し
く

聞
え
る
が
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

所
詮

は
間
違
う
て
を
る
そ
よ
。」

(傍

点

・
山
崎

以
下
同
じ
。)

と

言

い
放

つ
。

原
史

料
に
な
い
家
康

の
発
言

に
は
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
何
故

「
暫
く

考

へ
」

た

の
か
。

二

応
道

理
ら

し
く
聞

え
る
が
、
所
詮

は
間
違
う

て

を
る
」

と
言
う
が
、
何
が

「道

理
」

で
あ

っ
て
、
何
故

「
間
違
」

っ
て
い
る
の
か

一
切

語
ら
れ

な

い
。

そ
し
て
家
康

は
助
命

の
条
件

に
甘
利
刺
殺
を
教
唆
す
る
。

武

士
の
誓

言

の
重

み
、
更

に
甚
五
郎

の
行
為

は

一
見
私
闘

に
見
え
る
が
、
信

康

の
承
認
の
上

で
契
約

の
履
行

を
し
た
の
で
あ

る
か
ら
実
際

は
、
武
士
社
会

の

掟

に
適

っ
て
い
る
。
そ

の
点

で
は

「
道
理
」
が
通

っ
て

い

る
。
ど

こ

が

「
問

違
」

い
な

の
か
。

「
御
役

に
立

つ
ぺ
き
侍

一
人
討
ち
果

た
し
候
」
(
『
興
津

弥
五

右
衛
門

の
遺
書
』
)
事
が
、
「
間
違
う

て
を
る
」

の
か
。
も
し
、
家
康

の
心
中
に

「
御
役

に
立

つ
べ
き
侍

一
人
」
云

々
の
条
理
が
浮
ん
だ

の
な
ら
、
「
暫
く
考

へ
」

は
し
な

か

っ
た
だ

ろ
う
。
要
は
穿
鑿
な
ど
無
用
な

の
だ
。
絶
対
権

力

者

と

し

て
、
助
命
す

る
た
あ

に
は
条
件
を
提
示
す
る

こ
と
が
主
眼
な

の
で
あ

る
。

す
な

わ
ち
前
段
階

は
バ

ラ
ン
ス
を
取

っ
て
お
く
方
が
、
条
件
呈
示
に
有
効
に
働
く

と

い
う
政
治
感
覚

で
あ

る
。
従

っ
て
、
甚
五
郎

の
行

為

の
全
面
否
定

は
し
な
い
。

一
応
肯
定
し
、
次

に
否
定
を
し
、
命

令
を
下
す
と
い
う
権
力
者
の
言
語
構
造
、

そ

の
常
套
手
段
が
見
事

に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
早

く

『
舞
姫
』

の
相
沢

謙
吉

に
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
否
定

の
内
容
が

不
明

で
も
、
絶
対
者

の

一
言
が

重
く

の
し
か
か
る
仕
組

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
第

二
段

で

〈
鷺
撃
ち
事

件
〉

を
創
出

し
た
鴎
外

は
、
次

の
三
段

で
も
史
料
を
踏
ま
え

つ
つ
、
独
自
な
場

面

に
仕
立

て
上
げ
る
。

第
三
段
は

〈
甘
利
刺
殺

〉

の
場
面

で
あ

る
。
原
史
料

に
あ

る
甚

五
郎
と

い
う

名

も
消
去
さ
れ
、
ま
た
甚

五
郎
が
甘
利

に
仕

え
る
こ
と

に
な

っ
た
理
由
も
捨
象

さ
れ
て
い
る
。

「望
月

の
夜
」
「
月
見

の
宴
」
「
若
衆
」

の

「
笛
」
、

「
若
衆
」

の

「膝
枕
」
と
艶

な
る
世
界

の
中

で
刺
殺

の
ド

ラ

マ
は
演
ぜ
ら
れ
る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

第

四
段
の
冒

頭
に
於

て

「
三
河
勢

の
手

に
余

つ
た
甘
利
を
容
易
く
討
ち
果
し

で
、

髻
を
し
る
し
に
切
り
取

つ
た
甚
五
郎
」
が
帰
参
し
た

こ
と
が
語
ら
れ
る
・

読
者

は
第

三
段

の
幻
想
的
と
も
言
う
べ
き
世
界
か
ら
、
現
実

の
世
界

へ
引
き

戻

さ
れ

る
。
鴎
外

は
こ
の
段

に
於

て
、

二
箇
条
原
史
料
に
無
い
部
分
を
附

加
し
て

い
る
。

一
つ
は
甚
五
郎

の
帰
参

に
際
し
、
「
家
康
は
約
束
通
り
甚

五
郎
を

召

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

出

し
た
が
、
目
見
え

の
時

一
言
も
甘
利

の
事
を
言
は
な
ん
だ
。」

と

い

う
記
述

で
あ
る
。
も
う

一
箇
所
は
.
甚
五
郎
は
若
御
子
合
戦
で
激
闘

の
末
負
傷

し
た
。

こ
れ

に
対
し
家
康
か
ら
慰
撫

の
言
葉
が
あ

っ
て
も
よ
い
は
ず

で
あ

る
。
と

こ
ろへ

が
軍
功

の
折
、

「
加
増

が
あ

つ
て
、
甚

五
郎
も
其
数

に
は
漏
れ
な

ん
だ
が
、
藤

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

十
郎
と
甚
五
郎
と

の
二
人
に
は
賞
美

の
詞
が
無

か

つ
た
。」
と

い
う
点

で
あ

る
。

家
康

は
甚

五
郎

の
帰
参

は
約
束
通

り
認
め
て
い
る
し
、
軍
功

に
於

て
も
加
増
と

い
う
物
質

面
で
は
公
平

な
処
置

を
取

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
家
康

は
人
間
的
情

愛
を
切
り
捨

て
て
い
る
。

三
河
勢

の
手

に
余

っ
た
甘
利

四
郎

三
郎
を

「
容
易
く

討
ち
果

し
」

た
甚

五
郎

の
力
量

に
無
気
味

さ
を
感
じ

る
の
は
、
権
力

の
座

に
い

る
人
間

の
嗅
覚

で
あ

り
、
そ
れ
故

に
疎
ま

し
く
思
う

の
も
当
然

で
あ
る
。
甚
五

郎
と

一
緒

に
奮
戦

し
た
水
野
藤
十
郎
勝
成

は
、
家
康

の
甚
五
郎

に
対
す
る
悪
感

情

の
と
ぽ

っ
ち
り
を
受
け
た

の
で
あ

る
。

第

五
段

は
重
要
な
場
面

で
あ
る
。
原
史
料
は
次

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

一
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「
或
時
甚

五
郎
御
次

の
間

に
罷
在
候
得
者
、
権
現
様
、
甘
利
は
甚
五
郎

を

一
子

の
こ
と
く
哀
憐
を
加

へ
召
仕
ふ
る
処
を
、
佐
橋

め
は
む
ご
ひ
奴
、

四
郎

三
郎

か
寝
首
を
切
来
、
余
り
情
な
し
と
上
意
あ
り
し
を
聞
て
、
御

下

げ
す
み
を
う
け

て
は
不
勤
と
御
家
を
立
退
き
、

商
買
舟

に
乗

て
朝
鮮
国

に

渡
る
、
」

鴎
外
は
原
史
料

の

「
或
時
」

の
年

立
て
を
明
確

に
す
る
。
鴎
外

は

『
徳
川
実

紀
』
所
収

の

「
東
照
宮
御
実

紀
」
(巻

三
)
の
天
正
十

一
年

「
五
月
、

石
川

数

正
を
京

に
御
使
し
て
、
筑
前
守

秀
吉

の
も

と

へ
、
初

花
と
い

へ
る
茶
壺
を
贈
ら

せ
給
ふ
。
」
と

「
七
月
、
姫
君

(督

姫
と

い
ふ
)

小
田
原

へ
送
ら

せ
給

ひ
、

御

婚
礼
と
と

の
は
せ
ら
る
。
」
と

い
う
二
条

を
組

み
合

わ
せ

る
。

鴎
外

は
督
姫

の

輿
入
れ
で
忙
し
い
中
、

家
康

か
ら
大

阪
の
羽
柴
家

へ
の
使
者

の
命
を
石
川
与
七

郎
数

正
が
承

っ
て
お
り
、
次

の
間

に
は
近

習
の
甚

五
郎
が
控

え
て
い
る
場
面
を

設
定

す
る
。

続
い
て
原
史
料

を
離
れ

て
小

説
は
次

の
様

に
展
開
す

る
。

「〈
誰
か
心
の
利

い
た
若

い
者
を
連
れ

て

ま
ゐ
れ
〉
と
家
康

が
云

ふ
。

〈
さ
や

う

な
ら
佐
橋

で
も
〉
と

石
川
が
云

ふ
。
/
良
久

し
い
間
家
康

の
声

が

聞
え
な
い
。
甚

五
郎

は
ど
う

し
た
事

か
と
思

つ
て
ゐ

る
と
、
や

つ
と
家

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ロ
ヘ

へ

康

の
声
が
す

る
。
〈
あ
れ

は
手
放

し
て
は
使

ひ
た
う
無

い
。
〉
此
頃
身
方

に

附

い
た
甲
州
方

の
者

に
聞
け
ば
、
甘
利

は
あ
れ
を
我
子

の
や
う

に
可
哀
が

ヘ

へ

つ
て
を

つ
た
げ

な
。
そ
れ

に
む

ご
い
奴
が
寝
首
を
掻
き
を

つ
た

。
〉
/
甚
五

郎
邸
跡
謁
か
瞭

で
、
か
奮

鼻
か
ひ
斟
か
漏
ひ
ひ
で
軽
6
於

か
・」

家
康

の
甚

五
郎

に
対

し
て

「
あ
れ

は
手
放

し

て

は
使
ひ
た
う
無

い
。
」
と

い

う
言
葉

は
、
原
史
料

に
な

い
。
三
河
勢
が
手
を
焼

い
た
甘
利
四
郎
三
郎
を

「
容

易
く
討

ち
果

し
」

た
甚

五
郎

の
敏
腕
さ

に
内
心

で
は
恐
れ
と
不
安
を
抱

い
て
い

る
権
力
者

の
発
言

で
あ
る
。
「参

河
後
風

土
記
」

の
表
現

を
借
用
す

る
と
、
「
斯

ル
無
道
者

ハ
賄
賂

ヲ
以
テ
約

セ

ハ
主
ヲ

モ
親

ヲ

モ
害

サ

ソ
し
と

い
う
事

で
あ

ろ

う
。
権
謀
術
数
を
弄
す
る
権
力

老
な
る
が
故

に
、
組
織
内

に

「
言

ひ
附
け
ら
れ

ぬ
う
ち
に
、
何

の
用
事
で
も
果

す
や
う

な
敏
捷
」

で
、
敏
腕
な
人
間
、
ま

た
、

「
何
事
か
言
ひ
出
す
と
跡

へ
引

か
ぬ
」
意
気
地

さ
を
持

っ
た
人
間
が
居
れ
ぽ
、

枕

を
高
く
し
て
寝

ら
れ

ぬ
の
は
当
然

で
あ

る
。
組
織

は
己
れ

の
職
分
を
越
え

る

人
聞
を
必
要
と
し
な
い
。
甘
利

を

「
容
易
く
討

ち
果

し
」

た
甚

五
郎

の
腕
を
以

て
す
れ
ば
、

家
康

と
て
同

じ
運
命

を
辿

る
か
も

し
れ
な

い
。
そ
れ
故
、
家
康
は

甚

五
郎

に
警
戒

心
を
抱
き
、
疎

ま
し
く
思

っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が

「
手

放

し
て
は
使

ひ
た
う
無

い
。」
と

い
う
言
葉

に
な

っ
て
発

せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

家
康

は
石
川
数

正
に

つ
い
本
音

を
漏
ら

し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ

る
。
恐
ら
く
漏

ら

し
て
は
な
ら

な
い
本
音

を
吐
露

し
た
家
康

は
、
す
ぐ
焦
点
を
ず
ら

し
て
合
理

化

を
は
か
る
。
そ
れ
が
、

「
甘
利

は
あ
れ
を
我
子

の
や
う

に
可
哀
が

つ
て
を

つ

た
げ

な
。
そ
れ

に
む

ご
い
奴
が
寝
首
を
掻
き
を

つ
た
。
」
と
、
人
間
的
情
愛
を

強

調
し
て
、
倫

理
面

か
ら
批
判

し
石
川
数
正

の
納
得
を
え
る

こ
と

に
努
め
る
。

そ

し
て

「
寝
首

を
掻
」
く
と

い
う
行
為

の
卑
怯
さ
も
強
調
す
る
。
甘
利
刺
殺
を

命

じ
た
の
は
家
康
自
身

で
あ
る

こ
と
な
ど
曖
気

に
も
出
さ
な

い
。

こ
の
家
康

の

老

獪
さ
に
直
面

し
た
甚
五
郎

の
対
応

は
次

の
如
く

で
あ

る
。

原
史
料

に
は

「
御
下
げ
す
み
を
う
け

て
は
不
勤
」
と
あ
る
。

こ
こ
に
は
君
に

見
捨

て
ら
れ

た
臣

の
脆
弱
な
溜
息
と
不
貞
腐
れ
が
あ
る
。

鴎
外
は
家
康

と
甚

五

郎

の
位
置
を
対
等

に
す
る
た

め
に
、
史
料

に
な

い

「
此
詞
を
聞

い
て
、

ふ
ん
と

鼻

か
ら
息
を
漏
ら
し

て
軽
く
頷

い
」
て
、
「
そ
れ
切
り
行
方

が
知

れ

な
く

な

っ

た
。」
と
記
す
。
鴎
外
は

「
ふ
ん
」

の
内
実
を

一
切
分
析
し
な

い
。

た

だ
し
、

一
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出
奔

し
た
記
述

の
後

に

「
源
太
夫
が
家
内

の
者

の
話

に
、
甚
五
郎
は
不
断
小
判

百
両

を
入
れ

た
胴
巻
を
肌

に
着
け

て
ゐ
た
惑
う

で
あ
る
。
」

(初

出

に

は

「
百

両
」
な
し
)
と
附
記
し

て
い
る
。

甚
五
郎
は
従
兄
源
太
夫
か
ら
助
命

帰
参

の
条
件
と
し
て
、

家
康
が
甘
利
刺
殺

を
望
ん

で
い
る

こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
甚

五
郎

は
そ

の
通

り

実

行

し

た
。
三
河
勢

の
手
に
余

っ
た
武

田
家

の
臣
、

小
山
城
城
番
甘
利

四
郎

三
郎
刺
殺

に
は
策

を
以

て
す
る
以
外

に
な

か

っ
た
は
ず

で
あ

る
。
時
は
戦
国
期

で
あ
る
。

命

じ
た
家
康

に
す
れ
ぽ
、
刺
殺

の
仕
方

は
ど
う

で
も

よ
い
こ
と

で
あ
る
。
刺

殺

と

い
う
結
果

の
み
が
絶
対

で
あ

る
。
そ
れ
を
事
も
あ
ろ
う
に

「
む
ご

い
奴

が
寝

首
を
掻
き

を

つ
た
。
」
と
は
、
主
君
と

い
え
ど
も
甚

五
郎

に
は
我
慢

の
な
ら

ぬ

一
言

で
あ

っ
た

は
ず

で
あ
る
。

帰
参

の
折

「
甘
利

の
事
は
言
は
な

ん
だ

。」
家

康

に
対
し
て
は
、
甚
五
郎

の
方

も
助
命

・
帰
参

と
い
う
負

い
目
が
あ

る
の
で
・

ま
だ
我
慢

の
余
地
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
若
御

子
の
戦

い
の
折

「
賞
美

の
詞
が

無
か

つ
た
。」

こ
と
で
、

甚

五
郎

の
心

に
疑
惑
が
浮

ん
で
き

た
と
思
わ
れ

る
。

家
康
が
自
分

に
対

し
て
冷

た
い
目

で
見

て
い
る
こ
と

は
間
違

い
な

い
・
自
分
は

疎

ん
じ
ら
れ

て
も

い
る
。
そ
れ

は

「
い
わ
れ
な
き
嫌
悪
」
(
注

11
)

で

あ

る
。

こ
の
よ
う
な
状
態

の
中

で
、
」
甚
五
郎

の
心

に
萠
し
た
も

の
は
、
非
情

な
家
康

に

よ

っ
て
成
敗
さ
れ

る
か
も
知
れ

ぬ
恐
れ

で
あ
る
。
成
敗

の
理
屈
は

い
く
ら
で
も

付
け
ら
れ
る
。
そ
し

て
甚

五
郎

は
用
心
す
る
に
越

し
た
こ
と
は
な
い
と
考

え
・

い
つ
で
も
出
奔

で
き
る
用
意
と

し
て

「
不
断

小
判

百
両
」

を
肌
身
離

さ
ず
所
持

し
て
い
た
と
思

わ
れ

る
。

こ
れ

は
自

己
の
考

え
と
行
動

に
絶
対

の
自
信
を
持

っ

て
い
る
者
の
所

為
で
あ

る
。
そ

し
て
石
川
数
正

に
対
す

る
家
康

の
言
葉
を
聞

い

た
時
、
家
康
と

は
神

君
と
崇

め
ら
九

て
い
る
が
、
た
か
だ

か
そ
れ
だ
け

の
器
量

の
人
物
か
と
家
康
を
見
切

っ
た
証
が

「
ふ
ん
」

で
あ

る
。

そ
し
て
、

日
頃
家
康

か
ら
疎
ん
ぜ
ら
れ
て
来

た
折

々
に
抱

い
た
思

い
が
的
中

し
た
故

に
、
「
頷

い
た
」

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

な
経
緯

を
経

て
、
鴎
外

は
小
説

の
冒
頭

に
韓

使
来
聘

の
場
面
を
設

定
す

る
。
韓
使
と
家
康
と

の
対
面

の
場
面

に
於

て
、
鴎
外
は
原
史
料

に
な

い
上

々
官
、
喬
僉
知
を
登
場
さ

せ
る
。
対
面
を
終

っ
た
家
康
は

「
あ

の
縁
に
ゐ
た
三

人
目

の
男
を
見
知

つ
た
も

の
は
無

い
か
。
」
と
尋
ね
る
。

本
多

正
純

を
始

め
誰

一
人
知
ら

ぬ
と
答
え
た
時
、
案

内
し
て
来

た
宗
が

「
喬

僉
知
と
申

し
ま
す
」
と

返
答
を
す
る
。
そ
の
答
を
無
視

し
た
家
康

は
、

「
誰
も
覚

幻
て
は
を
ら

ぬ
か
。
わ

し
は
六
十

六
に
な

る
が
、
ま
だ

め

つ

た
に
目
く
ら
が

し
は
食

は
ぬ
。
あ
れ

は
天
正
十

一
年

に
浜
松
を
逐
電
し
た

ヘ

へ

時

二
十

三
歳

で
あ

つ
た
か
ら
、
今
年
は

四
十
七

に
な

つ

て

を

る
。
太

い

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

コ

奴
、
好
う
も
朝
鮮
人

に
な
り
す
ま
し
を

つ
た
。
あ
れ
は
佐
橋
甚
五
郎
ぢ
や

る
。
」

と
断
定
す
る
。
家
康
は
何
故

こ
の
よ
う
に
苛
立

っ
て
、
敏
感

に
反
応

す
る
の

だ
ろ
う
か
。

甚
五
郎
が
浜
松

を
逐
電
し
て
行

衛
知
れ
ず

に
な

っ
た
時

か
ら
、
家
康

の
心
中

に
は
甚
五
郎

の
幻
影
が
附
き

纒

っ
て
い
る
。
甚

五
郎

は
家
康

の
力
量
を
見
限

っ

た
に
過
ぎ

な
い
の
だ
が
、
家
康

は
権
力
者
な

る
が
故

に
不
気
味
な
影

に
脅
え

る

の
で
あ

る
。

本
多
正
純
が
恐

る
恐

る
家
康

に
、
「
一
応
取
り
糺

し
て
見

る
こ
と

に
い

た

し

ま

せ
う

か
」
と
尋
ね

る
。
家
康
は
先
程

の
動
揺
を
隠
し

て
、
「
い

や
。

そ
れ
は

知
ら

ぬ
と
云
う
ち
や
ら
う
。
上
役

の
も

の
は
全
く
知
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
。

兎
に

【、
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角
あ

の
者
共
は
早
く
こ

こ
を
立
た
せ
る
が
好

い
。
土
地

の
も

の
と
文
通
な
ど
致

さ
せ

ぬ
や
う

に
せ

い
。
」
と
命

じ
る
。

無
視
す
る
こ
と
で
、

辛

う

じ
て
権
力
者

の
権
威
を
保

っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
慶

長
十
二
年

六
月
十

一
日
、
韓
使

の

一
行
並
び

に

「
朝
鮮
征
伐

の
時

の
俘
虜

の
男
女
千
三
百
四
十
余

人
し

を
乗

せ
た

船
は
大
阪
を
出
港
し
た
。
何
事
も
な
く

一
件
落
着

し
た
と
い
う
事

に
な

る
。

こ
の
場
面
は
甚
五
郎

の
視
点
か
ら
は

一
切

描
写
さ
れ
て
い
な
い
。
対
面

は
無

言
劇

で
あ
る
。
原
史
料

の

「
彼
信
使
も
我
従
弟

と
も
日
本
に
あ
れ
と
も
対

面
せ

は
殊
之
外
名
残
お

し
か
る

へ
き
と
存
無
其
儀

よ
し
申
遺
る
」
と

い
う
条
を
捨
象

し
た
だ
け
、
家
康

の
周
章

狼
狽
ぶ
り
が

鮮
や
か
に
描
写

さ
れ
て
い
る
。

鴎
外
は
冒
頭
部
と
照
応
さ
せ
る
形
で
、
小
説

の
大
尾
を

「
天
正
十

一
年

に
浜

松

を
立
ち
退

い
た
甚
五
郎
が
、
果
し
て
慶
長
十
二
年

に
朝

鮮
か
ら
喬

僉
知
と
名

告

つ
て
来
た
か
。
(
中
略
)
確
か
な
事

は
誰
に
も
分
か
ら
な
ん
だ
。」

と
記

し
た

上

で
、
原
史
料

の

「
依
之
其
時

の
沙
汰

に
、
佐
橋

一
家
は
朝
鮮

の
使

よ
り
人
参

多
く
貰
け
る
と
云

々
、
」
を
用

い
る
。

す
な
わ
ち
、
「併

し
佐
橋

家
で
、
根
が
人

形

の
や
う

に
育

つ
た
入
参

の
上
品
を
、
非
常
に
多
く
貯

へ
て
ゐ
る
こ
と
が
後

に

知
れ

て
、
あ
れ
は
ど
う
し
て
手
に
入
れ
た
も
の
か
と
、

謌
し
が

る
も

の
が
あ

つ

た
。
」
と
記
し
て

い
る
。

こ
の
佐
橋
家

に
朝
鮮
人
参
が
あ
る
と

い
う
事
実

を
踏
ま
え
た
時
、
「
土
,地

の

も

の
と
文
通
な
ど
を
致
さ
せ

ぬ
や
う

に
せ

い
。
」

と
、

厳
命

を
下
し
た
家
康

の

威
光
や
権
威
は
ど
う

な

る

の

か
。
私
は
先
に
家
康

と
甚

五
郎

を
等
質

に
造
型

し
、
対
峙
さ

せ
て

い
る
と
記
し
た
。
し
か
し
、
鴎

外
は
こ
の

〈
人
参
事
件
〉

を

附
記
す
る

こ
と

で
、
比
重
唸
や
や
甚
五
郎

の
方

へ
傾
か
せ
た
と
考

・兄
る
。

鴎
外
は

『
意
地
』
広
告
文

に
於
て
、

「
小
山
の
城

の
月

見
の
宴
、
城
将
甘
利

四
郎

三
郎

の
寝
首
を

か
い
た
当

年

の
美
少
年

〈
左
橋
甚

五
郎
〉

は
家
康

を
鼻

の
先

で
あ
ざ
笑

ふ
て
、
浜
松

を
逐
転
し
て
、

窃
か
に
朝
鮮

に
往
き

て
、
慶
長
十

二
年

に
朝
鮮
国

の
使
者

と
な

つ
て
来
朝
し
て
、
済

ま
し
た
顔

で
家
康

に
謁

見
し
て
帰

り

た

る

奇

人
。
意
地
強
き
す
ね
者
。

流
石
の
家
康
も
警
戒

し
た
る
人
物
。
そ

の

一
代

の
奇
し
き
運
命

の
物

語
。」

(注

12
)

■
と
記
し
て
い
る
。

鴎
外
は
小
説

『
佐
橋
甚
五
郎
』
に
於
て
、

原
史

料
に
見
ら
れ

る
家
康

の

〈
炯

眼
〉
〈
寛
容
〉
を

〈
老
獪
〉
〈
非
情
〉
〈
無
視
〉
と
代
換
す
る

こ
と

で
、

権
力
者

の
冷
徹
さ
と
、
権
力

の
座

に
あ
る
者
な
る
が

故

の
怯
え
を
表

出
し
て
い
る
。
原

史
料
が

〈
欲
心
〉
〈
姦
邪
〉
〈
無
道
者
〉
呼
ば

わ
り
し
て
い
る
甚

五
郎

を
権
力
者

と
対
峙

で
き
る
不
敵
な
面
魂

の
人
物
に
造
型
し
な
お
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、

自
己

の
能
力

に
対
す
る
自
信
、
あ
る
種

の
合
理
性
、
権

力
者

の
非
情

を
見
抜
く

目
、
用
心
深
さ
を
も

っ
て
家
康
に
対
峙
し
、
遂

に
家
康

の
器
量
に
見
切

り
を
附

け
る
人
物
と
し
て
造
型

し

て

い

る
。

私
は
か

つ
て
単
行
本

『
意
地
』

の

〈
意

地
〉

の
実
相
を
分
析
し
て
、

「
『
興
津
弥
五
右
衛
門

の
遺
書
』

の
興
津

弥
五
右

衛
門
、

『
阿
部

一
族
』

の
柄
本
又
七
郎
、
竹
内
数
馬

に
見
ら
れ
る

〈
忠
義
な
る
意
地
〉
、

阿
部

弥

一
右
衛
門

に
代
表
さ
れ
る

〈
廉
恥

・
名

聞
な
る
意
地
〉
、
・『
興
津

弥
五
右

衛

門

の
遺
書
』

の
横

田
清
兵
衛
、
『
佐
橋
甚
五
郎
』
の
佐
橋

甚
五
郎

に
お
け
る

く
角
逐

の
意
地
y

に
区
分
さ
れ
る
。
」
(
注

13
)

と
記

し
た
。

〈
忠
義
な
る
意
地
〉

は
、
〈
覚
悟
〉

に
支
え
ら
れ
、
〈
廉
恥

・
名

聞

な

る

意

一
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地
〉

は
、
〈
自
滅
〉

へ
の
道
を

ひ
た
走

る
こ
と

に
な

る
。

横
田
清
兵
衛

の

〈
角

逐

の
意
地
〉

は
、
死

へ
と
墓
穴
を
堀
る

こ
と
と
な
る
。
同
じ

〈
角
逐

の
意
地
〉

で
も
佐
橋
甚
五
郎

の
場
合
、
〈
見
切
り
〉

の
精
神

に
支
え
ら
れ
、

ど

こ
ま
で
も

へ生

へ
の
執
着
を
捨

て
な

い
点
が
異
な
る
。
も

っ
と
も
佐
橋

甚
五
郎

の

〈
意
地
〉

を
可
能

に
し
た

の
は
、
幕
藩
体
制
確
立
前

の
時
代
状

況
下
と
い
う
点
も
考
慮

し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

佐
橋
甚

五
郎

の
如
き

〈
意
地
〉

を
表
現

し
得

た
の
は
、
官
僚
機
構
内

に
於
け

る
個
と
組
織

と

の
緊
張

関
係

の
中

に
生
き

て
来

た
鴎
外

の
感
性

の

所

産

で

あ

る
。

(注
)

1

『
森
鵬
外
全
集
』
第
三
巻

(昭
和
三
十

七
年

四
月

三
十

日
、
筑
摩
書
房
刊
行
)

所
収

の
尾
形
仂

氏

の

「
語
注
」
、
三
六
六
頁
。

2

尾
形
仂

『
森
鴎
外

の
歴
史
小
説
-
史
料
と
方
法
』
(
昭
和

54
年

12
月

20
日
、

筑

摩
量
旦房
刊
行
)
所
収
の

「
佐
橋
甚
五
郎
i

意
地
ー

」、

=

七
頁
。

3

注

2
に
同
じ
。
た
だ
し
、

一
二
〇
頁
。

4

『通
航

一
覧
』
第
三

(山
田
安
栄

・
伊
藤
千
可
良

校
訂

、
編

輯
兼

発
行
者

・
早

川
純

三
郎
、
大
正

二
年

二
月
二
十
八
日
、

国
書
刊
行
会
刊
行

〈
非
売
品
〉)
所

収

の

〈
巻
之
八
十
七
〉
「朝
鮮
国
部
六
十

三
」
、
」
頁
～

三
頁
。

な

お
、

『通
航

一
覧
』

に
関
し
て
言
え
ば
、
第

一

(
明
治
四
十

五
年
六
月

三
十

日
発
行
)
～
第

八

(大
正
二
年
十

一
月
二
十

五
日
発
行
)
で
完
結

し
て
い
る
。

引
用
史
料
に

つ
い
て
は
原
文

の
ま
ま
に
し
て
あ
る

の
で

一
言

附
記
す

る
。
「
白

石

私
記
」
と

「続
武
家
閑
話

」
と

の
問

に
あ

る
史
料

の
割
注
は
次

の
よ
う
に
改

正
す

べ
き
で
あ
る
。

「
こ
の
事
、
考
証

の
書
は

一
は
佐
橋
甚

五
郎
と
載

(す

る
)

を
、

一
は
筧
又
蔵
と
あ
り
、
」。
な
お
、
括
弧
内

の
す
る

は
脱
字
と
考
え
、
補

綴

5678

し

た

。

『璽

政
穆

襲

譜
』
第
+
五
(昭
和
罕

年
九
月
三
吉

嘉

蓼

類
従

さ

は
せ

完
成
会
刊
行
)
所
載
の

〈巻
第
九
百
五
十
九
〉
「藤
原
氏

支
流

佐
橋
」
、
並

び
に
同
書
の
第
十
七

(
昭
和
四
十
年
十

一
月
三
十
日
、
続
群
書
類
従
完
成
会
刊

か
け
ひ

行
)
所
載

の

〈巻
第
千
八
十
五
〉
「藤
原
氏

支
流

筧
」

に
よ
り
、

山
崎
が

系
図
化
し
た
も
の
を
次
に
記
す
。

佐
橋
家
系
図
/
筧
家
系
図

内
閣
文
庫
所
蔵
の
二
三
冊
本
。
奥
書
に

「慶
長
十
五
年
庚
戌
五
月
吉
日
平
岩
主
丿

ス

ヲ

計
頭
親
吉
書
二
記
之
榊

/
参
河
後
風
土
記
巻
第
四
拾
五

大
尾
」
と
あ
る
。
内

閣
文
庫
所
蔵
本
と
し
て
、
ほ
か
に
四
五
冊
本
、
二
二
冊
本
が
あ
る
。
三
種
と
も

字
句
並
び
に
表
記
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

『
通
俗
日
本
全
史
』
第
九
巻

(明
治
四
十
五
年
六
月
十
八
日
、
早
稲
田
大
学
出

版
部
刊
行
)
所
収
の
成
島
司
直
改
撰

「
改
正
三
河
後
風
土
記

上
」、

第
十
巻

(
明
治
四
十
五
年
七
月
十
八
日
電
早
稲
田
大
学
出
版
部
刊
行
)
所
収
の

「改
正

三
河
後
風
土
記

中
」
、
第
十

一
巻

(大
正
元
年
八
月
十
八
日
、

早
稲
田
大
学

出
版
部
刊
行
)
、所
収
の

「
改
正
三
河
後
風
土
記

下
」
が
あ
る
。

本

史
料

は

「
改
正
三
河
後
風
土
記

中
」
よ
り
抜
書
。
二
二
頁
～
二
三
頁
。

内
閣
文
庫
所
蔵

「続
武
家
閑
談
」
全
二
〇
巻
十
冊
本
。
本
文
中
に

「
老
中

へ
御

ロ
も

ヘ

ヘ

へ

尋
有
し
に
見
知
候
由
各
言
上
也
」
と
あ
る
が
、
同
文
庫
所
蔵
の

「
武
家
閑
談
」

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

七
巻

・
続
二
十
巻
、
二
十
七
冊
本
に
は

「
老
中

へ
御
尋
阿
里
し
に
不
見
知
候
由

各
言
上
也
」
と
あ
る
、
こ
の
方
が
文
意
か
ら
判
断
し
て
正
し
い
と
考
え
る
。
な
'

お
、
こ
の
二
十
七
冊
本
の
第

一
巻
の
序
文
に

「
享
保
辛
丑
春
月
、
鶴
汀
桂
山
義

樹
撰
」
と
あ
る
。

参
考
ま
で
に
国
会
図
書
館
所
蔵
本
を
次
に
掲
載
す
る
。
写
本
の
奥
書
に

「慶

応
三
丁
卯
三
月
二
十
二
日
写
終

安
食
茂
典

年
六
十
四

/
慶
応
二
丙

寅
十
二
月
中
旬
写
始
丁
卯
三
月
二
十
二
日
写
終

/
紙
数
三
百
八
十
九
枚
」
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佐

橋

家

系

図

丶

僚

擺
今
の
呈
譜
に
、
佐
野
太
郎
基
綱

驟

騾

齣
讎
魏
嫐
滞
孀
猟
基

五
代
次
郎
左
衛
門
春

綱
上
野
国
舟
橋
荘
に
住
せ
し
よ
り
舟
橋

と
称
す
。
其
子
左
衛
門
尉
吉
綱
よ
り
こ

の
か
た
代
々
足
利
家
に
仕
ふ
。
吉
綱
が

九
代
甚
兵
衛
吉
春
慈
照
院
義
政
に
つ
か

へ
、
文
明
年
中
義
政
の
命
に
よ
り
て
佐

野
舟
橋

の
両
称
を
合
せ
て
佐
橋
と
号
す
。

其
子
左
衛
門
尉
貞
恒
小
田
讃
岐
守
某
に

属
し
、
後
故
あ
り
て
小
田
家
を
去
、
三

ぬかだ

河
国
額
田
郡
下
和
田
村
に
寓
居
し
、
は

じ
め
て
信
忠
君
に
奉
仕
す
。
吉
忠
は
其

男
な
り
と
い
ふ
。

家
紋

丸
に
六
星

三
頭
左
巴

も
と
は
丸
に
三
星

の
紋
な
り
。
慶
長
十

(秀
忠
)

年
台
徳
院
殿
御
入
洛
の
時
、
鈞
命
に
よ

り
て
諸
祖
の
頭
各
家
の
紋
を
し
る
し
て

呈
す
。
こ
の
と
き
吉
久
が
家
紋
は
御
紋

に
疑
ひ
あ
れ
ば
、
あ
ら
た
む
べ
し
と
の

仰
に
よ
り
て
、
こ
の
丶
.ち
丸
に
六
星
を

用
ふ
。

!
.

褊
よ
し
の
ぶ

士
口
信

左
衛
門
次
郎

某
年
討
死
す
。

よ
し
ざ
ね

吉

実

甚
五
郎

永
禄
六
年
父
と
お
な
じ
く

一
向
の
門
徒

に
与
し
、
十

一
月
二
十
五
日
岡
大
平
に

を
い
て
討
死
す
。

よ
し
と
よ

吉

豊

甚
平

父
兄
等
と
丶
も
に

一
向
の
門
徒
に
く
み

し
、
討
死
す
。

よ
し
む
ら

吉

村

辰
之
助

一
向
乱

の
と
ぎ
、
吉
村
は
こ
れ
に
く
み

せ
ず
。
御
味
方
に
あ
り
て
討
死
す
。

某某

F

夢

.

某

甚
五
郎

岡
崎
三
郎
信
康
君
に
つ
か
へ
、
小
性
を
つ

と
む
。
」後
同
僚
の
者
の
刀
を
奪
ひ
し
事
露

顕
せ
し
に
よ
り
、
甲
府
に
の
が
れ
去

て
武

田
勝
頼
に
属
し
、
其
の
ち
小
山

の
陣
中
に

忍
び
入
、
甘
利
三
郎
次
郎
某
を
刺
殺
し
、

其
両
刀
を
奪
ひ
、
ふ
た
㌧
び
帰
り
来
り
、

つ
か

へ
た
て
ま

つ
ら
ん
事
を
こ
ふ
。
し
か

れ
ど
も
甲
府
に
を

い
て
の
悪
事
あ
ら
は
れ

し
か
ば
逐
電
す
。

丶

濡
・女

子

成
瀬
吉
平
正
吉
が
妻
。

嬉

貘

驚

へ
あ
り
て
家
督
た

士
口
命

佐
橋
五
郎
兵
衛
佳
明
が
祖
。
初

よし
しげ

吉
茂

甚
三
郎

別
に
家
を
興

す
。

女

子

本
多
内
記
家
臣
日
向
五
郎
左
衛

門
某
が
妻
。

一
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三
浦
氏

頑

郎
元
嬖

よ
し
た
ゴ

●
士
口
忠

松
之
助

甚
兵
衛

広
忠
卿
よ
り
東
照
宮

に
歴
仕
し
、
吉
忠

射
を
よ
く
す
る
を
も

つ
て
時
々
御
前
に

候
し
て
射
法
を
伝

へ
た
て
ま
つ
る
。
永

禄
三
年
五
月
三
河
国
刈
屋
及
び
、
石
瀬

等
の
合
戦
に
高
名
あ
り
。
穴
年

一
向
専

修
の
門
徒
叛
き
た
て
ま
つ
り
し
と
き
、

吉
忠
も
男
吉
実
等
と
土
呂
寺
の
賊
徒
に

与
せ
し
か
ば
、
御
勘
気
か
う
ぶ
り
、
其

後
赦
免
あ
り
て
所
々
の
御
陣
に
し
た
が

ひ
、
軍
忠
を
励
し
、
某
年
討
死
す
。
法

名
乗
玄
。
妻
は
三
浦
平
次
郎
元
晴
が
女
。

●

筧
氏
善
兵
衛
正
康
女

=
よ
し
ひ
さ

●
ー
吉

久

乱
之
助
宀
甚
兵
衛

母
は
元
晴

が
女
。
」

東
照
宮
に
仕

へ
た
て
ま

つ
り
、
元
亀
元

年
六
月
姉
川
御
陣
め
と
き
靂
従
し
、
二

十
八
日
本
多
正
信
朝
倉
が
兵
ど
戦
ひ
、

す
で
に
危
く
見
え
し
か
ば
、
吉
久
す
～

ん

で
朝
倉
勢
を
射
は
ら
ひ
、
正
信
を
援

け
て
退
か
し
む
。
三
年
十
二
月
二
十
二

日
三
方
原
台
戦
に
は
吉
久
虎
口
を
固
め
、

あ
ま
た
の
敵
を
射

て
首
級
を
獲
た
り
。

天
正
三
年
五
月
二
十

一
日
長
篠

の
役
に

味
方
の
軍
士
等
武
田
左
馬
頭
信
豊
が
兵

と
戦
ひ
、
こ
れ
が
た
め
に
多
く
う
た
る

べ
か
り
し
を
、
吉
久
等
相
支

へ
て
敵
を

・
射
、

こ
れ
を
退
く
。
七
年
駿
河
国
田
申

に
御
馬
を
出
さ
れ
し
と
き
、
大
井
川
に

を
い
て
武
田
勢
の
た
め
に
味
方
多
ぐ
討

る
べ
く
見
え
し
か
ば
、
大
久
保
忠
世
が

家
臣
里
野
与
助
は
銕
炮
を
は
な
ち
、
吉

久
は
矢
を
飛
し
て
こ
れ
を
支
へ
、
味
方

の
軍
を
収
め
し
む
。
十
二
年
四
月
長
久

手
の
役
に
し
た
が
ひ
、
首
級
を
獲
た
り
。

慶
長
葦

よ
り
麗

院
殿
に
附
辱

ら
.

れ
、
八
年
御
弓
頭
と
な
り
、
十
年
御
上

洛
の
と
き
、
し
た
が
ひ
た
て
ま

つ
り
、

伏
見
に
を

い
て
死
す
。
年
五
十
九
。
法

名
善
学
。
齡
齣
鰉

妻
は
水
戸
家
の
臣
筧

善
兵
衛
正
康
が
女
。

多

田

氏

.

「所

右

衛

門

某

女

●

よ
し
つぐ

ま
さもと

士
口
次

初
正
源

藤
平

次
郎
左
衛
門

甚
兵
衛
(秀
購
は
正
康
が
女
。

慶
長
三
年
よ
り
台
徳
院
殿
に
つ
か
へ
た
て

ま

つ
り
、
御
近
習
に
候
し
、
焼
火
間
の
番

を
つ
・
む
。碼
聾

薐

大
番
・
な
數

)+

年
遺
跡
を
継
、
の
ち
仰
に
よ
り
て
大
猷
院

殿
に
水
泳
の
こ
と
を
つ
た

へ
た
て
ま

つ
る
。

元
和
元
年
大
坂
陣
の
時
は
牧
野
内
匠
頭
信

成
が
組

に
属
し
て
し
た
が
ひ
た
て
ま

つ
り
、

首

一
級
を
得
た
り
、
四
年
組
頭
に
転
じ
、

竜

永
二
年
九
月
鉾
絹
采
地
の
御
珠
喞
を
圷

溶
れ
、
相
模
国
鎌
倉
、
下
総
国
印
旛
、
葛

鰍
藤

讖

讐

奪

三
郡
の
う
ち
に

を
い
.て
四
薈
七
十
石
余
塑
知
行
す
。
十
年

カ
とり

十

二
丹
十
九
日
下
総
国
香
取
郡
の
内
に
を

い
て
加
恩
五
百
石
を
賜
ひ
、
正
保
四
年
十

月
十
四
日
荒
井
の
奉
行
に
転
じ
、
慶
安
元

年
三
月
十
三
日
与
力
六
騎
、
同
心
二
十
人

を
預
け
ら
る
。
承
応
元
年
十
二
月
二
十
八

日
布
衣
を
着
す
る
事
を
ゆ
る
さ
れ
、
二
年

ふ
ち

三
月
遠
江
国
敷
知
郡
の
内
に
し
て
三
百
石

を
加
増
あ
り
、
す
べ
て
干
二
百
七
十
石
余

を
知
行
す
。
明
暦
三
年
三
月
十
三
日
荒
井

に
を
い
て
死
す
。
年
七
十
四
。
法
名
祐
念
。

彼
地
の
祐
念
寺
に
葬
る
。
こ
れ
さ
き
・に
吉

次
が
開
基
せ
し
と
こ
ろ
な
り
。
妻
は
多

田

所
右
衛
門
某
が
女
。

蔬
璽
篶

儀
奮

瞿

抔
が
得

初
読

勝

銕
之
助

左
衛
門

義
左
衛

門

汝
好

本
多
四
郎
左
雋

貞
近
が
妻
.
よ
し
ま
さ

士
口
金

佐
橋
左
源
太
佳
孝
が
祖
。
初
吉
政

兵
次
郎

源
大
夫

よ
し
も
と

士
口
元

左
門

甚
五
郎

甚
五
兵
衛

甚
兵
衛

母
は
所
右
衛
門
某
が

女

寛
永
二
十
年
六
月
十
六
日
御
書
院
番
と

な
り
、
慶
安
三
年
九
月
三
日
よ
り
西
城

に
勤
仕
し
、
後
本
城
に
候
す
。
万
治
元

年
閨
十
二
月
十
八
日
遺
跡
を
継
、
千
石

　をい

を
知
行
し
、
二
百
七
十
石
余
を
姪
甚
十

郎
佳
武
に
分
ち
与
ふ
。・其
後
番
を
辞
し
、

小
普
請
と
な
る
。
寛
文
三
年
九
月
朔
日

は

ぶ

印
旛
郡
の
采
地
を
上
総
国
埴
生
郡
の
内

に
移
さ
る
。
四
年
閏
五
月
二
十
日
死
す
。

年
三
十
九
。
法
名
道
林
。
東
本
願
寺
の

長
敬
寺
に
葬
る
。
後
代

々
葬
地
と
す
。

妻
は
知
久
伊
左
衛
門
直
政
が
女
。

女

子

窪
田
与
左
衛
門
久
次
が
妻
。

某

三
之
丞

(家
光
)

正
保
三
年
六
月
二
十
五
日
は
じ
め
て
大

猷
院
殿
に
拝
謁
す
。

女

子

実
は
本
多
内
記
家
臣
日
向
五
郎

左
衛
門
某
が
女
。
吉
次
に
養
は

れ
て
天
野
五
郎
大
夫
正
勝
が
妻

と
な
る
。

一
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筧

家

'

系

図

か
け
ひ
筧

」

舞

今
の
呈
譜
に
伊
勢
国
山
田
の
住
人
、
」筧

豊
後
守
正
行
が
後
胤
清
兵
衛
正
綱
が
と

む
つ
な

き
、
三
河
国
六
名

の
郷
に
移
り
住
し
、

安
祥
に
を

い
て
は
じ
め
て
親
忠
君
に
つ

か
ふ
。
清
左
衛
門
正
治
は
其
長
男
な
り

・

と
い
ふ
。

家
紋

三
頭
左
巴

釘
抜

.

●

石
川
氏

式
部
大
輔
某
女

一

●

某
氏
女

●

●

し
げ
た
～

重

忠

平
三
郎

図
書

母
は
某
氏
。

清
康
君
、
広
忠
卿
に
仕
ふ
。
天
文
十
六
年

松
平
三
左
衛
門
忠
倫
上
和
田
に
あ
り
て
謀

叛
し
、
織
田
信
秀
に
内
応
し
て
岡
崎
城
を

謀
ら
ん
ど
す
。
こ
の
と
き
諸
士
の
内
志
を

お
な
じ
う
す
る
も
の
も
ま
た
す
く
な
か
ら

ず
。
城
中
殆
あ
や
う
し
。
こ
㌧
に
を
い
て

広
忠
卿
重
忠
を
め
さ
れ
、
汝
ひ
そ
か
に
上

和
田
に
い
た
り
、
忠
倫
を
撃
取
べ
き
む
ね

お
ほ
せ
を
か
う
ぶ
り
、
十
月
十
九
日
の
夜

上
和
田
に
忍
び
い
り
、
終
に
忠
倫
を
刺
し

て
走
る
。
と
き
爬
渠
が
枕
上
に
あ
り
し
平

安
城
長
吉
の
刀
を
奪
ひ
、
其
証
と
し
て
献

ぜ
し
か
ば
、
御
感
あ
り
て
彼
刀
を
恩
賜
せ

ら
れ
、
二
十
日
重
忠
が
忠
節
比
類
な
く
、

子
々
孫

々
に
於
て
忘
れ
た
ま
ふ
ま
じ
き
よ

の
は

し
の
感
状
を
た
ま
ひ
、
三
河
国
野
羽
に
を

い
て
、
万
疋
の
地
を
宛
行
は
る
。
永
禄
三

年
五
月
東
照
宮
尾
張
国
丸
根
城
を
攻
た
ま

ふ
と
き
し
た
が
ひ
た
て
ま

つ
り
、
六
年

一

向
専
修
の
乱
に
、
重
忠
其
門
徒
た
り
と
い

へ
ど
も
か
れ
に
属
せ
ず
。
男
重
成
と
共
に

幽心
節
を
抽
、
天
}止
十
亠ハ
年
死
す
。
年
七
r十

七
。
法
名
西
道
。

し
げ
な
り

重

成

平
十
郎

牛
之
助

勘
右
衛
門

母
は
某
氏
。

東
照
宮
に
つ
か
へ
た
て
ま

つ
り
、
永
禄

三
年
五
月
丸
根
城
を
攻
た
ま
ふ
の
と
き
、

父
と
お
な
じ
く
供
奉
し
、
六
月
水
野
信

元
が
兵
と
石
瀬
に
於
て
合
戦

の
と
き
、

鎗
下
の
功
名
あ
り
。
な
を
奮
戦
し
て
創

を
か
う
ぶ
る
。
七
月
二
.十
八
日
酒
井
左

衛
…門
尉
忠
次
よ
り
戦
功
を
賞
せ
ら
れ
、

且
重
成
が
手
創
を
尋
さ
せ
た
ま
ふ
む
ね

の
書
翰
を
贈
る
。
八
月
朔
ε
御
感
状
を

た
ま
ひ
、
其
後
御
旗
奉
行
と
な
り
、
所

々
の
御
陣
に
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
る
。

天
正
十
七
年
死
す
。
年
五
十
二
。
妻
は

石
川
式
部
大
輔
某
が
女
。

女

子

三
河
国
八
幡

の
神
職
芝
田
刑
部

某
が
妻
。

も
と
な
り

元

成

金
平

勘
右
衛
門

母
は
式
部

大
輔
某
が
女
。

東
照
宮
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
天
正

十
二
年
四
月
長
久
手

の
役
に
供
奉
し
、

抜
群

の
高
名
を
得
た
り
。
の
ち
御
鑓
奉

行
を
つ
と
め
、
元
和
元
年
大
坂
の
役
に

し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
り
、
御
凱
旋
の
後

ゆ

へ
あ
り
て
闘
門
せ
し
め
ら
れ
、
の
ち

ゆ
る
さ
る
。
二
年

鵠

穩

骸

死
す
。

年
六
十

}
。
法
名
善
祐
。
欝
初
呈
譜

妻

は
松
平
五
左
衛
門
近
正
が
女
。

た
め
は
る

〃為
春

・筧
助
兵
衛
為
規
が
祖
。
平
十
郎

助
兵
衛

し
げ
か
つ

重

騰
燭
筧
源
左
衛
門
保
規
が
祖
。
源
左

衛
門

し
げ
ま
さ

重

政

四
郎
左
衛
門

紀
伊
大
納
言
頼
宣
卿
に
つ
か
ふ
。

某

善
大
夫

尾
張
大
納
言
義
直
卿
に
つ
か
ふ
。

女
子

中
根
三
郎
四
郎
政
孝
が
妻
。

女

子

杉
浦
八
郎
五
郎
勝
吉
が
妻
。

女
子

村
越
茂
助
直
吉
が
妻
。

女
子

浅
井
半
兵
衛
元
成
が
妻
。
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某
氏
女

ま
さ
は
る

●

某

清
左
衛
門

今
の
呈
譜
に
正
治

に
作
る
。

長
親
君
、
儒
忠
君
に
つ
か

へ
た
で
ま
つ

る
。

　

'

大
久
保
氏

五
郎
右
衛
門
忠
俊
女

某
氏
女

一

ま
さ
の
り

正

剣

清
左
衛
門

文

蔵

母
は
某
氏
。

清
康
君
、
広
忠
卿
を
よ
ぴ
東
照
宮
に
歴
任

し
、
永
禄
三
年
五
月
尾
張
国
丸
根
城
を
攻

た
ま
ふ
の
と
き
戦
死
す
。
年
三
十
五
。
法

名
円
通
。
妻
は
大
久
保
五
郎
右
衛
門
忠
俊

が
女
。

某

氏

女

ま
さ
や
す

正

康

又
蔵

善
兵
衛

水
戸
中
納
言
頼
房
卿
に
つ
か
ふ
。

某
氏
女

一

佐
橋
氏
二
代

H
鞭

ま
さ
し
げ

正

重

平
四
郎

助
大
夫

母
は
某
氏
。

清
康
君
、
広
忠
卿
を
よ
び
東
照
宮
に
つ
か

へ
た
て
ま

つ
り
、
弘
治
二
年
正
月
織
田
家

の
部
将
柴
田
勝
家
、
荒
川
頼
季
等
、
酒
井

、忠
次
が
守
れ
る
…戳
鍵
の
砦
を
せ
む
る
の
と

き
、
大
久
保
忠
勝
、
渡
辺
義
綱
等
と
お
な

じ
く
援
兵
と
し
て
福
釜
に
い
た
り
、
高
名

を
顕
し
、
永
禄
三
年
五
月
尾
張
国
丸
根

の

城
攻
に
供
奉
し
、
十

ご
年
三
月
五
日
懸
塚

湊

に
を
い
て
今
川
の
兵
と
合
戦
の
と
き
軍

功
あ
り
、
天
正
四
年
二
月
東
照
宮
横
須
賀

に
あ
ら
た
に
城
を
築
か
れ
、
大
須
賀
康
高

を
し
て
こ
れ
を
ま
も
ら
し
め
ら
れ
、
正
重

を
副
ら
る
。
こ
の
と
き
武
田
勝
頼
軍
を
出

し
て
糠
を
高
天
神
の
城
に
お
さ
め
ん
と
す
。

東
照
宮
こ
の
告
を
聞
し
め
さ
れ
、
横
須
賀

に
御
出
張
あ
り
て
(
松
平
康
親
を
し
て
瀧

しほか
ひ

坂
塩
買
坂
の
険
阻
に
兵
を
ふ
せ
、
こ
れ
を

遮
ヶ
撃
し
め
ら
る
。
勝
頼
懼
て
勝
坂
よ
り

海
に
傍
て
高
天
神

の
城
に
い
る
。
こ
～
に

を
い
て
高
天
神
の
城
兵
出
て
横
」須
賀
城
に

迫
る
。
正
重
軽
兵
を
率
て
し
ば
ノ
丶
た
㌧

か
ひ
戦
功
あ
り
。
後
康
高
が
隊
下
の
武
者

奉
行
と
な
り
。
十
八
年
小
田
原
の
役
に
は
、

松
平
出
羽
守
忠
政
に
属
し
て
供
奉
す
。
文

禄
三
年
二
月
十
三
日
死
す
。
年
七
十
二
◎

法
名
如
水
。

ま
さ
な
が

正

長

兵
助

猟
之
助

助
大
夫

'
母
は
某
氏
。

東
照
宮
に
つ
か

へ
た
て
ま

つ
り
、
十
六

歳

の
と
き
、
北
条
家
の
臣
大
竹
丹
後
菓

、

を
う
ち
と
り
、
御
感
を
か
う
ぶ
る
。
こ

の
と
き
名
た
ま
は
り
て
、
猟
之
助
と
め

さ
.る
。
元
和
元
年
水
戸
中
納
言
頼
房
卿

に
附
属
せ
ら
れ
、
寛
永
三
年
六
月
十
日

死
す
。
年
五
十
七
。
法
名
浄
信
。

か
ず
ま
さ

計

正

助
之
允

猟
之
助

助
大
夫

父
と
共
に
頼
房
卿
に
附
属
せ
ら
る
。

ま
さ
た
ド

正

忠

助
+
郎

養
子
。

き
ん
と
よ

公

豊

助
五
郎

筧
源
左
衛
門
重
勝
が

頼
房

卿

に

つ
か

ふ
。

ま
さ
と
も

正

友

助
左
衛
門

松
平
讃
岐
守
に
つ
か
ふ
。

●
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と
あ
る
。

続
武
家
閑
談
巻
之
第
十
三

木
村
高
敦
著

一
佐
橋
氏
ノ
説

二
当
時
世

二
行

ハ
ル
.～
所
ノ
参
州
後
風
土
記
類
ノ
偽
書
二
佐
橋

.

甚
五
郎
コ
岡
崎
三
郎
様
ノ
御
小
姓
タ
ザ
シ
カ
傍
輩
ノ
金
ノ
熨
斗
付
ノ
大
小
ヲ

盗
取
リ
甲
州
へ
行
テ
勝
頼

二
仕
フ
事
ヲ
長
々
シ
ク
書
ノ
セ
置
又
惣
シ
テ
浪
人

ト
モ
ノ
集
シ
書
ノ
セ
置
又
惣
シ
テ
浪
人
ト
モ
ノ
集
シ
書
ニ
ハ
ナ
カ
ニ
舗
紙
数

ヲ
重
子
売
々
ノ
利
ヲ
貪

ル
浅
羽
成
儀
小
林
正
甫
類

ハ
空
妄
ノ
説
ヲ
改
メ
ソ
ノ

事
実
ナ
ラ
サ
レ
ハ
ト
ラ
ス
彼
佐
橋
甚
五
郎
ト
申
ス
ハ
大
御
番
組
頭
佐
橋
義
左

衛
門
義
賢
同
役
義
佐
橋
源
太
夫
力
従
弟
也
甚
五
郎
ト
同
役
ノ
御
小
姓
ヲ
故
有

テ
殺
害
シ
三
州

二
蟄
居
ス
シ
カ
ル
ニ
三
州
小
山
ノ
城
番

二
甲
州

ヨ
リ
篭
置
甘

利
次
郎
三
郎
ヲ
殺
シ
来
ラ
バ
御
勘
気
御
免
ア
ラ
ン
ト
ノ

.
権
現
様
仰

二
依

.
テ
甚
五
郎
ヨ
ク
笛
ヲ
吹
シ
カ
バ
コ
レ
ヲ
申
立
甘
利

二
仕
フ
或
夜
甚
五
郎
力
膝

ヲ
枕

ニ
シ
テ
ニ
郎
三
郎
笛
ヲ
吹
セ
聞
ケ
ル
ヲ
甚
五
郎
殺
害
シ
皈
参
仕
甲
州
若

御
子
合
戦
ノ
ト
キ
モ
水
野
勝
成
ト
向
シ
ク
進
ン
テ
手
負

ヌ
或
ト
キ
甚
五
郎
御

次
ノ
間

二
罷
在
リ
候

ヘ
ハ
甘
利
ハ
甚
五
郎
ヲ

一
子
ノ
コ
ト
ク
哀
憐
ヲ
加

へ
召

仕
フ
ル
処

ニ
ム
コ
キ
殺
シ
ヤ
ウ
仕
候
ヨ
シ

上
意
有
シ
テ
聞
テ
甚
五
郎
日

本
国

ニ
テ
無
面
目
ト
テ
御
家
ヲ
立
退
キ
便
船
ヲ
求
メ
テ
朝
鮮
国

ニ
ワ
タ
ル
慶

長
ノ
末

ニ
イ
タ
ル
朝
鮮
国
ノ
三
使
来
朝

ス
御
目
見
ノ
後

上
意

二
中
ノ

一

人
ハ
見
知
タ
ル
哉
ト
老
中

へ
御
尋
ア
リ
シ
ニ
不
見
知
候
由
各
言
上
也
ソ
ノ
ト

キ
ア
レ
ハ
佐
橋
甚
五
郎
也
不
届
ノ
奴

メ
カ
ナ
ト

御
意
ア
リ
彼
信
使
モ
我

従
弟
ト
モ
日
本
ニ
ア
レ
ト
モ
対
面
セ
ハ
殊
ノ
外
名
残
ヲ
シ
カ
ル
ヘ
キ
ト
存
無

其
義
由
申
ケ
ル
ト
云
ζ
依
之
ソ
ノ
ト
キ
ノ
沙
汰

二
佐
橋

一
家

ハ
朝
鮮
ノ
使
ヨ

リ
人
参
多
ク
貰
ケ
ル
ト
云
ζ
彼
刀
ヲ
盗
或
ハ
被
斬
罪
説

ハ
甚
非
ナ
リ

9

内
閣
文
庫
所
蔵
本

『
朝
鮮
通
信
総
録
』
(全
十
冊
本
)

10

す
で
に
述
べ
た
如
く

『
朝
鮮
通
信
総
録
』
(全
十
冊
)

の
第

一
冊
の
表
表
紙
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

歴
朝
来
聘
覚

糴
蘇
縫
薯
記

寛
永
甲
子
来
貢
記

同
丙
子
来
聘
記

明
暦
乙
未
謄
記

鬮

111213

し
か
も
、
杓
題
に
も

「
韓
使
来
聘
記
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
ゆ
こ
の
林
春
斎

筆
記
の
も
の
を

『
韓
使
来
聘
記
』
と
呼
ぶ
の
は
常
識
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
鴎
外

む

む

は
ど
こ
か
ら
こ
の
題
名
を
付
し
た
の
か
。
「慶
長
丁
未
韓
使
京
着
記
」

と

「同

む

む

む

む

む

む

丙
子
来

聘
記
」
「
明
暦
乙
未
来
聘
記
」
と
を
組
合
わ
せ
て
、

「
韓
使
来
聘
記
」

と
し
た

の
で
あ
ろ
う
と
も
考

え
ら
れ

る
。
ま
た
、
『
通
航

一
覧

』

所
載

の
記
事

の
出
典
を
通
覧
す

る
と
、

「朝
鮮
使
来

聘
記
」

(巻

七
.十

六
)
、
「朝
鮮
来
聘

記
」

(巻

八
十

七
)
と
あ

る
。

「朝
鮮
」
を

「
韓
」

に
置
き
替
え

て
、

「
韓
使
来

聘

記
」
と

し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「国
語
国
文
研
究

」
第

70
号

(昭
和
五
十
八
年
八
月

一
日
、
北
海
道

大
学
国
文

学
会

発
行
〉
掲
載

の
佐

々
木
充

『
〈
い
わ
れ

な
ぎ
嫌
悪
〉
と

い
う

モ
チ
ー
フ
』1

「半

日
」
理
解

の
た
め

の

一
つ
の
補
助
線
ー

、
三
八
頁
。

『意
地
』広
告
文
は
鵬
外
自
筆
と

い
う
事

に
な

っ
て

い
る
が
、
再
考

し
て
見
る
必

要

が
な
い
だ
ろ
う

か
。
「
逐
転
」
(小
説
申

に
は

「
逐
雷
」
と
あ

る
)
と
い
う
語

彙
、

「天
正
十

一
年
に
浜
松

を
立
ち
退
い
た
甚
五
郎

が
、

果
し

て
慶

長
十

二
年

に
朝
鮮

か
ら
喬
僉
知
と
名
告

っ
て
来
た
か
。

(中
略
)
確
か
な
事

は
誰

に
も

分
か

ら
な
ん
だ
。」
と
鵬
外

は
断

定
を
避
け
て
い
る
。
し
か

し
、
『意
地
』広
告
文

は
明

ら
か
に
断
定

し
て
い
る
。
広
告
文
な
る
が
故

に
そ
う
し
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
出

版
.書
肆
、
籾
山
書
店
主
籾
山

仁
三
郎
氏

の
手

に
成
る
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

拙
著

『森
鵬
外

.
歴
史
小
説
研
究
』

(昭
和
五
十
六
年
十
月
十
日
、

桜

楓
社

刊

行
)
所
収
の

「
『意
地
』
論
考
」
、
九

一
頁
。
ー

一
九
八
三

二

二
・
九
i

一
44ユ[
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